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インテグレートアンプ
取扱説明書

STR-DH530

お買い上げいただきありがとうございます。
電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人身事故にな
ることがあります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示し
ています。この取扱説明書と別冊の「安全のために」をよくお読みのうえ、製品を安
全にお使いください。
お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。
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この取扱説明書につい
て
この取扱説明書では、主に付属のリモコンを
使った操作のしかたを説明しています。リモ
コンと同じ名前のボタンやつまみが本体にあ
る場合は、本体でも同様に操作できます。

本機はドルビー *デジタルデコーダー（EX）
およびドルビープロロジック（II、IIx、IIz）
Dolby Digital Plus、Dolby TrueHDデコー
ダー、MPEG-2 AAC（LC）デコーダー、
DTS**（DTS-ES および DTS 96/24）デ
コーダー、DTS-HD デコーダーを搭載してい
ます。
* ドルビーラボラトリーズからの実施権に基
づき製造されています。Dolby、ドル 
ビー、Pro Logic、Surround EX、AAC
ロゴ及びダブル D記号はドルビーラボラト
リーズの商標です。

** 米国特許番号 5,956,674、5,974,380、
6,226,616、6,487,535、7,212,872、
7,333,929、7,392,195、7,272,567、そ
の他米国および米国外で特許取得済みまた
は申請中の実施権に基づき製造されていま
す。DTS-HD、シンボル、および DTS-
HDとシンボルの組み合わせは登録商標で
す。また DTS-HD Master Audioは DTS, 
Inc.の商標です。製品にはソフトウェアが
含まれています。© DTS, Inc. All Rights 
Reserved.

本機は、High-Definition Multimedia 
Interface (HDMITM)技術を搭載しています。
HDMI、HDMIロゴ、及び High-Definition 
Multimedia Interfaceは、米国およびその他
の国における HDMI Licensing LLCの商標
または、登録商標です。

“x.v.Color”および“x.v.Color”ロゴは、ソ
ニー株式会社の商標です。

“ブラビアリンク”および“BRAVIA Link”
ロゴはソニー株式会社の登録商標です。

“PlayStation”は株式会社ソニー・コン
ピュータエンタテインメントの登録商標です。

商標について
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同梱品
•取扱説明書（本書）（１）
•接続・設定ガイド（１）
•安全のために（１）
•ソニーご相談窓口のご案内（１）
•保証書（１）
•製品登録のおすすめ（１）
• FMアンテナ線（1）

• AMループアンテナ（1）

•リモコン（RM-AAU131）（1）

•単 3形マンガン乾電池（2）

•測定用マイク（ECM-AC2）（1）

リモコンに単 3形マンガン乾電池 
（付属）2個を入れます。
乾電池を入れる際には3と#の向きを
正しく入れてください。

ご注意
•極端に温度や湿度の高い場所にリモコンを放
置しないでください。

•新しい乾電池と古い乾電池を混ぜて使わない
でください。

•マンガン乾電池と他の種類の乾電池を混ぜて
使わないでください。

•リモコンを使うときは、リモコン受光部に直
射日光や照明器具などの強い光が当たらない
ようにご注意ください。リモコンで操作でき
ないことがあります。

•長い間リモコンを使わないときは、液もれや
腐食を避けるために乾電池を取り出してくだ
さい。

•電池交換時や電池をとりはずしたときに、リ
モコンのボタンにプログラムした内容が消え
る場合があります。その場合は、再登録して
ください (61 ページ ).

•リモコンが本機に認識されなくなったら、乾
電池をすべて交換してください。

リモコンに電池を入れる
4



各部の名前と働き

A ?/1（電源オン／スタンバイ）（28、 
44ページ）

B INPUT SELECTORつまみ（35、39、 
49ページ）

C表示窓（6 ページ）

Dリモコン受光部
リモコンからの信号を受信します。

EMASTER VOLUMEつまみ（34、 
35ページ）

FMUTING（35 ページ）

GDIMMER
表示窓の明るさを 3段階で調整します。

HDISPLAY（36 ページ）

I 2CH/A.DIRECT、A.F.D.、 
MOVIE/HD-D.C.S.、MUSIC 
（40 ページ）

JTUNING MODE、TUNING +/–、
MEMORY/ENTER（37 ページ）

K INPUT MODE（49 ページ）

L PHONES端子
ヘッドホンをつなぎます。

本体前面

qa

1 2 3 4

qs

5

9 8 7 6q;
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表示窓上のインジケーター

LH LFE NEO:6
DTS-HD MSTR HI RES LBR

L C

SL S

PL II x zHDMI -ESDTS TrueHD96/24
SLEEP

D.RANGESTAAC
COAX OPT LPCM

RH SW

SBSBL

R

SR

SBR

D +EX

qdqf qaqs

1 32 4 5 6 8 97

q;

A 再生チャンネル表示
L、C、Rなどの文字は、再生中のチャン
ネルを表します。文字の周りの枠は、ス
ピーカーセッティングに基づいて、本機が
ソース音源をどのようにダウンミックスし
ているかを表示します。
LH
RH
L
R
C
SL
SR
S

SBL
SBR
SB

フロントハイ左
フロントハイ右 
フロント左
フロント右
センター（モノラル）
サラウンド左
サラウンド右
サラウンド（モノラル／
Pro Logic処理された
サラウンド成分）
サラウンドバック左
サラウンドバック右
サラウンドバック（6.1
チャンネル処理されたサ
ラウンドバック成分）

例：
スピーカーパターン：3/0.1
記録形式：3/2.1
サウンドフィールド：A.F.D. AUTO

B SW
音声信号が SUBWOOFER端子から出力
されているときに点灯します。

C
再生中のディスクに LFE（重低音効果）
チャンネルがあり、実際に LFEチャンネ
ル信号が再生されているときに、点灯しま
す。

L C

SL

SW

R

SR

LFE

D 入力表示
現在、本機に入力されている信号を点灯表
示します。

HDMI
–インプットモードが「AUTO」に設定さ
れており、機器が HDMI IN端子を通じ
て接続されている場合に点灯します。
（49 ページ）
–テレビの入力がオーディオリターンチャ
ンネル（ARC）信号を検出した場合に点
灯します。

COAX
インプットモードが「AUTO」または
「COAX」に設定されており、ソース信号
が COAXIAL端子からのデジタル信号で
ある場合に点灯します（49 ページ）。
OPT
インプットモードが「AUTO」または
「OPT」に設定されており、ソース信号が
OPTICAL端子からのデジタル信号である
場合に点灯します（49 ページ）。

E DTS(-ES)表示
対応する DTSフォーマットの信号をデ
コードしているときに、該当する表示が点
灯します。
DTS
DTS-ES
DTS 96/24

DTS
DTS-ES
DTS 96 kHz/24ビット

ご注意
DTSフォーマットのディスクを再生する
ときは、デジタル接続が完了しているこ
と、およびインプットモードが
「ANALOG」に設定されていないか 
（49 ページ）、または「A. DIRECT」 
が選択されていないか確認してください。

F NEO:6
DTS Neo:6 Cinema/Musicデコーダが働
いているときに点灯します（41 ページ）。
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G ドルビープロロジック表示
ドルビープロロジック処理をしているとき 
に、該当する表示が点灯します。マトリック
スサラウンドデコード技術によって、入力
信号を拡張することができます。

 PL
 PL II
 PL IIx
 PL IIz

Dolby Pro Logic
Dolby Pro Logic II
Dolby Pro Logic IIx
Dolby Pro Logic IIz

ご注意
スピーカーパターンの設定によっては、点
灯しない場合があります。

H ドルビーデジタルサラウンド表示
対応するドルビーデジタル方式の信号をデ
コードしているときに、該当する表示が点
灯します。

 D
 D EX

 D+
 TrueHD

Dolby Digital
Dolby Digital 
Surround EX
Dolby Digital Plus
Dolby TrueHD

ご注意
ドルビーデジタル方式のディスクを再生す
るときは、デジタル接続が完了しているこ
と、およびインプットモードが
「ANALOG」に設定されていないか（49 
ページ）、または「A. DIRECT」が選択さ
れていないか確認してください。

I SLEEP
スリープタイマーが働いているときに点灯
します（11 ページ）。

J D.RANGE
ダイナミックレンジの圧縮が働いていると
きに点灯します（57 ページ）。

K チューニング表示
ラジオの放送局を受信すると点灯します。

ST
ステレオ放送

プリセットされた放送局の番号（プリセッ
トした放送局によって変わります。）

L AAC
MPEG-2 AAC信号をデコードしていると
きに点灯します。

ご注意
MPEG-2 AACはアルゴリズムです。LC 
（Low Complexity：低複雑度）にのみ対
応しています。

M LPCM
リニア PCM信号をデコードしているとき
に点灯します。

N DTS-HD表示
対応する DTS-HDフォーマットの信号を
デコードしているときに、該当する表示が
点灯します。
DTS-HD MSTR
DTS-HD Master Audio
DTS-HD HI RES
DTS-HD High Resolution Audio
DTS-HD LBR
DTS-HD Low Bit Rate Audio
7



*選んだ入力の映像を見るには、お持ちのテレ
ビを HDMI TV OUT端子または
MONITOR OUT端子につないでください
（20 ページ）。

本体後面

45 1

1 1 2 3

2

A音声信号部
デジタル入／出力端子（20、23、 
25ページ）

 HDMI入／出力

 光デジタル入力

 同軸デジタル入力

アナログ入／出力端子（20、25、27ページ）

音声入／出力

 

音声出力

 ミニジャック入力

白 (L)

赤 (R)

黒

B映像信号部 *

画質は接続する端子によって変わります。

デジタル入／出力端子（20、
23、24、25、26ページ）

 HDMI入／出力

コンポーネント映像入／出力 
端子（20、23、25ページ）

Y、PB、PR  
入／出力

コンポジット映像入／出力 
端子（20、25、26ページ）

映像入／出力

高画質
緑
(Y)
青
(PB)
赤
(PR)

黄
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付属のリモコンを使って、本機や他の機
器の操作ができます。 リモコンのボタン 
には、ソニー製のオーディオ／映像機器
用の操作があらかじめ登録されていま
す。 入力切り換え用ボタンを再登録すれ
ば、本機に接続している他の機器を操作
することができます（61 ページ）。

RM-AAU131

Cアンテナ入力部（27 ページ）

 FMアンテナ端子

 AMアンテナ端子

Dスピーカー出力部（18 ページ）

E自動音場補正入力部（30 ページ）
 自動音場補正マイク端子

リモコン

qh

qj

qk

ql

wg

wh

ws

wd

wf

w;

wa

1

2

3

4

6

0

8

7

9

qs

qd

qf

qg

5

qa

つづく
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ピンク色で表記されたボタンを使
うには
シフト（O）を押しながら、使用するピン
ク色表記のボタンを押します。
例：シフト（O）を押しながら、 
確定／メモリー（C）を押します。

本機を操作するには
B 電源 *（電源オン／スタンバイ）
本体の電源をオン／スタンバイ状態にしま
す。
スタンバイ状態にして電力消費を抑えるに
は
「CTRL.HDMI」を「CTRL OFF」に設定
します（56 ページ）。

C 入力切り換え用ボタン **
使用する機器を選びます。入力切り換え用
ボタンを押すと、本体の電源が入ります。
各ボタンはソニー製の機器を操作できるよ
うに設定されています。
数字ボタン **
シフト（O）を押しながら、数字ボタン
を押して、放送局をプリセットする、また
はプリセットした放送局を選びます。
確定／メモリー
チューニング操作中にシフト（O）を押
しながら、確定／メモリーを押して、放送
局を登録します。

F 画面表示
表示窓に情報を表示します。

G 明るさ
表示窓の明るさを 3段階で調整します。

2
確定／メモ
リーを押す

1
シフトを押
し続ける

I アンプメニュー
本機を操作するためのメニューを表示しま
す。

J

V/v/B/bを押して設定を選びます。続いて
を押して、選択を決定／確定します。

M 選局 +/–
放送局をスキャンします。
プリセット +/–
プリセットした放送局を選びます。
ダイレクト選局
ダイレクト選局モードに入ります。

N サウンドフィールド +**/–
サウンドフィールドを選びます。

O シフト
ボタン操作を切り換え、ピンク色で表記さ
れたボタンを有効にします（10 ページ）。

Q 音量 +/–
全てのスピーカーの音量を同時に調節しま
す。

R 消音
一時的に音を消します。
消音を解除するときは、ボタンをもう一度
押します。

S 戻る O
前のメニューに戻ります。

U ナイトモード
小さな音量でも映画館のような環境を作り
出すことができます。
深夜に映画をみるときに、小さな音量でも
会話をはっきりと聞き取ることができま
す。この機能は、サウンドフィールドが選
択されている場合でも使用できます。
解除するときは、ボタンをもう一度押しま
す。

ご注意
この機能は、「A. DIRECT」が選ばれてい
るときは働きません。

ちょっと一言
•ナイトモードは、AUDIOメニューの
「NIGHT M.」でも設定できます。
•ナイトモードが有効になると、低域、高
域、エフェクトレベルが上がり、 
「D. RANGE」が自動的に「COMP. 
MAX」に設定されます。

、V/v/B/b
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* AV電源（A）および電源（B）を同時に
押すと、本機と本機につないでいる機器の電
源が切れます（システムスタンバイ）。入力
切り換え用ボタン（C）を押すたびに、AV
電源（A）の機能は自動的に切り換わりま
す。

** 5/TV、音声切換、Nおよび TVチャンネ
ル +／サウンドフィールド +ボタンには、
凸点（突起）が付いています。本機を操作
するときの目印としてお使いください。

ソニー製のテレビを操作するには
TV（P）を押しながら黄色で表記され
たボタンを押して、機能を選びます。
例：TV（P）を押しながら、TVチャン
ネル +（N）を押します。

W 自動音量
接続している機器からの入力信号またはコ
ンテンツに応じて音量を自動的に調節しま
す（アドバンスドオートボリューム機能）。
例えばテレビ番組よりコマーシャルの音量
が大きいときなどに便利な機能です。

ご注意
•アドバンスドオートボリューム機能を切
るときは、必ず事前に音量を下げてくだ
さい。

•この機能は、ドルビーデジタル、DTS、
リニア PCM、または AAC信号が入力
されたときのみ働くため、他のフォー
マットに切り換えると、音声が急に大き
くなることがあります。

•アドバンスドオートボリューム機能は以
下の場合、働きません。
– サンプリング周波数が 48 kHzより大
きいリニア PCM信号を受信している。

– Dolby Digital Plus、Dolby 
TrueHD、DTS 96/24、DTS-HD 
Master Audio、または DTS-HD 
High Resolution Audio信号を受信
している。

音場補正
シフト（O）を押しながら、音場補正を
押して、自動音場補正機能を有効にします
（30 ページ）。

X インプットモード
一台の機器がデジタル端子とアナログ端子
の両方につながれているときに入力モード
を選択します（49 ページ）。

Y スリープ
設定した時間がたつと本機の電源が自動的
に切れるように設定します。
ボタンを押すたびに表示が次のように切り
換わります。

0-30-00 t 1-00-00 t 1-30-00 t  
2-00-00 t OFF

スリープタイマーが働いているあいだは、
表示窓に「SLEEP」が点灯します。

ちょっと一言
本機の電源が切れるまでの残り時間を確認
するには、スリープを押すと表示窓に残り
時間が表示されます。もう一度スリープを
押すと、スリープタイマーが解除されま
す。

A TV電源（電源オン／スタンバイ）
テレビの電源を入／切します。

C 数字ボタン **
テレビのチャンネルを選びます。
確定／メモリー
選択を確定します。

D d（データ放送）
デジタルデータ放送のオン／オフを切り換
えます。

E CS
110度 CSデジタル放送に切り換えます
（CS1/CS2に切り換えるときに押します）。

F 画面表示
視聴中のテレビ番組に関連する情報を表示
します。

H カラーボタン
テレビ画面に表示されるガイドに応じて働
きます。

K ツール／オプション
テレビ機能のオプションを表示します。

L メニュー／ホーム
テレビのメニューを表示します。

N TVチャンネル +**/–
プリセットしたテレビのチャンネルをス
キャンします。

Q 音量 +/–
テレビの音量を調節します。

2
TVチャン
ネル + 
を押す

1
TVを押し
続ける

つづく
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* AV電源（A）および電源（B）を同時に
押すと、本機と本機につないでいる機器の
電源が切れます（システムスタンバイ）。入
力切り換え用ボタン（C）を押すたびに、
AV電源（A）の機能は自動的に切り換わ
ります。

** 5/TV、音声切換、Nおよび TVチャンネ
ル +／サウンドフィールド +ボタンには、
凸点（突起）が付いています。本機を操作
するときの目印としてお使いください。

R 消音
テレビの消音機能を有効にします。

S 戻る O
前のテレビのメニューに戻ります。

T 番組表
番組表を表示します。

V 音声切換 **
二重音声モードを切り換えます。

W 地上デジタル
地上デジタル放送に切り換えます。

X BS
BSデジタル放送に切り換えます。

Z 入力切換
入力信号（テレビまたは映像）を選びま
す。
12



他のソニー製機器を操作するには
シフト（O）を押しながら、使用するピンク色表記のボタンを押します（10 ページ）。

* AV電源（A）および電源（B）を同時に
押すと、本機と本機につないでいる機器の
電源が切れます（システムスタンバイ）。入
力切り換え用ボタン（C）を押すたびに、
AV電源（A）の機能は自動的に切り換わ
ります。

**5/TV、音声切換、Nおよび TVチャンネ
ル +／サウンドフィールド +ボタンには、
凸点（突起）が付いています。本機を操作
するときの目印としてお使いください。

ご注意
•上記の説明は例としてあげています。
•つないでいる機器の機種によっては、付属の
リモコンで操作しても、ここで説明されてい
る機能の一部が働かないことがあります。

ボタン名 ブルーレイディス
クプレーヤー／ 
レコーダー、 
DVDプレーヤー

BSデジタルチュ 
ーナー、デジタル
CSチューナー、
ケーブルテレビ
チューナー

ビデオデッキ CDプレーヤー

A AV電源 * 電源 電源 電源 電源
C 数字ボタン ** トラック チャンネル チャンネル トラック

確定／メモリー 確定 確定 確定 確定
クリア 消去 チャンネル 11 – トラック > 10

D ポップアップ／ 
メニュー

メニュー – – –

E トップメニュー 画面上のガイド – – –
F 画面表示 表示 表示 表示 表示
H カラーボタン メニュー、 

ガイド
メニュー、 
ガイド

– –

J 確定 確定 確定 –
V/v/B/b 選択 選択 選択 –

K ツール／オプション オプション 
メニュー

オプション 
メニュー

– –

L メニュー／ホーム メニュー メニュー メニュー –
M m/M 順方向検索／ 

逆方向検索
– 早送り、巻き戻し 早送り、巻き戻し

N** 再生 – 再生 再生
./> トラックをスキ 

ップ
– インデックス検索 トラックをスキ 

ップ
X 一時停止 – 一時停止 一時停止
x 停止 – 停止 停止

S 戻る O 戻る 戻る – –
T 番組表 番組スケジュ 

ール
ガイドメニュー – –

V 音声切換 ** 音声 音声 – –
Z 入力切換 入力選択 – 入力選択 –
13



はじめに
以下の手順にしたがって簡単に本機につないだ音声／映像機器を再生できます。
コード類をつなぐときは、必ず電源コードを抜いてください。

スピーカーを設置／接続する（16、
18ページ）

機器に合った接続を確認する
テレビおよび映像機器を接続する
（20、21ページ）
画質は接続する端子によって変わります。
下の図をご覧になり、機器の端子に合っ
た接続を選んでください。
お持ちの映像機器に HDMI端子がある場
合は、HDMI端子経由で接続することを
おすすめします。

オーディオ機器を接続する 
（27 ページ）

本機の準備をする
 「6：電源コードを接続する」 （28 ページ）
および「本機の初期設定を行う」 （28 ペー
ジ）をご覧ください。

HDMI VIDEO

COMPONENT VIDEO

Y

PB/CB

PR/CR

アナログ

高画質

デジタル

スピーカーを設定する
スピーカーパターン（29 ページ）を選んだ
あと、自動音場補正（30 ページ）を実行し
ます。
LEVELメニュー（34 ページ）の 
「T. TONE」で、スピーカー接続を確認で
きます。音声が正しく出力されない場合は、
スピーカー接続を確認し、上記の設定をも
う一度行ってください。

接続機器の音声出力を設定する
マルチチャンネルデジタル音声を出力する
には、接続機器のデジタル音声の出力設定
を確認してください。
ソニー製ブルーレイディスクレコーダー／
プレーヤーの場合は、「HDMI 音声出力」、
「ドルビーデジタル」、および「DTS」がそ
れぞれ「自動」、「ドルビーデジタル」、およ
び「DTS」に設定されていることを確認し
てください（2011年 9月 1日現在）。
PlayStation®3の場合は、「BD/DVD 音声
出力フォーマット（HDMI）」および「BD 
音声出力フォーマット（光デジタル）」が、
「ビットストリーム」に設定されていること
を確認してください（システムソフトウェ
ア 3.70の場合）。
詳しくは、接続機器に付属の取扱説明書を
参照してください。
14



本機がデコードできるデジタル音声フォーマットは、接続機器のデジタル音声出力端子
によって異なります。本機は以下の音声フォーマットに対応しています。

a)再生機器が上記のフォーマットに対応していない場合は、音声信号は別のフォーマットで出力さ
れます。詳しくは、再生機器の取扱説明書を参照してください。

b)サンプリング周波数が 96 kHzより大きい信号は、96 kHzまたは 88.2 kHzで再生されます。

本機が再生できるデジタル音声フォーマット

音声フォーマット 最大チャンネル数
本機と再生機との接続

COAXIAL/
OPTICAL HDMI

ドルビーデジタル 5.1 a a

Dolby Digital EX 6.1 a a

Dolby Digital Plus a) 7.1 × a

Dolby TrueHD a) 7.1 × a

DTS 5.1 a a

DTS-ES 6.1 a a

DTS 96/24 5.1 a a

DTS-HD
High Resolution Audio a) 7.1 × a

DTS-HD
Master Audio a)b) 7.1 × a

MPEG-2 AAC (LC) 5.1 a a

マルチチャンネルリニア
PCM a) 7.1 × a
15



1：スピーカーを設置
する
本機では、7.1チャンネルのスピーカー
システム（スピーカー 7本とアクティブ
サブウーファー 1本）を構成できます。

スピーカーシステムの設置例

Aフロントスピーカー（左）
Bフロントスピーカー（右）
Cセンタースピーカー
Dサラウンドスピーカー（左）
Eサラウンドスピーカー（右）
Fサラウンドバックスピーカー（左）*
Gサラウンドバックスピーカー（右）*
Hフロントハイスピーカー（左）*
Iフロントハイスピーカー（右）*
Jアクティブサブウーファー

*サラウンドバックスピーカーとフロントハイ
スピーカーを同時に使用することはできませ
ん。

5.1チャンネルスピーカーシステ
ム
映画館のようなマルチチャンネルのサラ
ウンド音声を充分に楽しむには、5本の
スピーカー（フロントスピーカー：2本、
センタースピーカー：1本、サラウンド
スピーカー：2本）およびアクティブサ
ブウーファーが必要です。

7.1チャンネルスピーカーシステ
ム（サラウンドバックスピーカー
接続）
DVDやブルーレイソフトに記録された
6.1チャンネルまたは 7.1チャンネル
フォーマットの音声を忠実に再現するこ
とができます。

• 6.1チャンネルスピーカーの配置
サラウンドバックスピーカーをリスニ
ングポジションの真後ろに配置します。

• 7.1チャンネルスピーカーの配置
サラウンドバックスピーカーを下の図
のように配置します。Aの角度はなる
べく同じにします。

接続
16



接
続

7.1チャンネルスピーカーシステ
ム（フロントハイスピーカー接 
続）
Dolby Pro Logic IIzモードでフロント
ハイスピーカーをさらに 2本接続するこ
とで、垂直方向のサウンドエフェクトを
楽しむことができます（41 ページ）。
フロントハイスピーカーを以下の角度と
高さで配置します。
–角度：22～ 45°
–高さ：フロントスピーカーの真上 1 m
以上

ちょっと一言
アクティブサブウーファーが発する信号には
指向性がないため、お好みの場所に設置でき
ます。
17



2：スピーカーを接続する
コード類をつなぐときは、必ず電源コードを抜いてください。

右 左

右

Aモノラル音声コード（別売）
Bスピーカーコード（別売）

左右

センター
スピーカー

B

左

B

B

サラウンドスピーカー

アクティブサブ
ウーファー *

B

A

サラウンドバック／
フロントハイスピーカー **

フロントスピーカー
18



接
続

* オートスタンバイ機能があるアクティブサ
ブウーファーをお使いの場合、映画鑑賞中
はオートスタンバイ機能をOFFにしてく
ださい。オートスタンバイ機能がONに
なっていると、アクティブサブウーファー
への入力信号のレベルによって自動的にス
タンバイ状態になり、音が出なくなること
があります。

**サラウンドバックスピーカーを 1本のみ使
用するときは、SPEAKERS SURROUND 
BACK/FRONT HIGH L端子につないでく
ださい。

ご注意
•電源コードをつなぐ前に、スピーカーコード
の金属線同士が SPEAKERS端子間で接触
しないようにご注意ください。

•スピーカーの設置および接続後は、必ず
SPEAKERメニューからスピーカーパター
ンを選んでください（29 ページ）。
19



3：テレビを接続する
コード類をつなぐときは、必ず電源コードを抜いてください。

推奨接続
代替接続

A音声コード（別売）
B光デジタルコード（別売）
Cコンポーネント映像コード（別売）
D映像コード（別売）
EHDMIケーブル（別売）

HDMI認証ケーブルまたはソニー製の
HDMIケーブルの使用をおすすめします。

本機からマルチチャンネルサラウン
ド音声でテレビ放送を楽しむには
* お持ちのテレビがオーディオリターンチャ
ンネル（ARC）機能に対応している場合
は、Eをつないでください。
必ず HDMIメニューで「CTRL.HDMI」を
「CTRL ON」に設定してください（56 
ページ）。HDMIケーブル以外のコード
（光デジタルコードまたは音声コードなど）
を使用して音声信号を選択する場合は、 
インプットモードで音声入力モードを切り
換えてください（49 ページ）。

**お持ちのテレビが ARC機能に対応してい
ない場合は、Bをつないでください。

必ず事前にテレビの音量をオフにするか、ま
たは消音機能を有効にしてください。

ARC

テレビ

A

音声／映像
信号

音声信号 映像信号

B** C D E*

または また
は

20



接
続

ご注意
•テレビのモニターまたはプロジェクターは、
本機の HDMI TV OUTまたはMONITOR 
OUT端子につないでください。録画機器を
接続しても録画できないことがあります。

•テレビとアンテナの接続状態によっては、テ
レビ画面の映像が乱れることがあります。こ
のような場合は、アンテナを本機からさらに
離れたところに設置してください。

•光デジタルコードをつなぐときは、カチッと
音がするまでまっすぐにプラグを差し込んで
ください。

•光デジタルコードを折り曲げたり、結んだり
しないでください。

ちょっと一言
•デジタル音声端子はすべて、32 kHz、

44.1 kHz、48 kHz、および 96 kHzのサン
プリング周波数に対応しています。

•テレビの音声出力端子を本機の TV IN端子
につないで、テレビの音声を本機につないだ
スピーカーから出力するときは、テレビの音
声出力端子が「Fixed」または「Variable」
で切り換え可能な場合は、テレビの音声出力
端子を「Fixed」に設定してください。

4a：映像機器を接続す
る

HDMI (High-Definition Multimedia 
Interface)は映像および音声信号をデジ
タルフォーマットで伝送するインター
フェースです。
ソニー “ブラビアリンク”機能に対応し
ている機器を HDMIケーブルでつなぐ
と、操作が簡単になります。「“ブラビア
リンク”機能」 （44 ページ）をご覧くだ
さい。

HDMIの特長
• HDMIで転送されたデジタル音声信号
を本機につないだスピーカーから出力
できます。この信号は、ドルビーデジ
タル、DTS、リニア PCM、AACに対
応しています。詳しくは、「本機が再生
できるデジタル音声フォーマット」 
（15 ページ）をご覧ください。
•本機は、HDMI接続により、マルチ
チャンネルリニア PCM（最大 8チャ
ンネル）を 192 kHz以下のサンプリン
グ周波数で受信することができます。

•本機は High Bitrate Audio (DTS-HD 
Master Audio、Dolby TrueHD)、
Deep Color、x.v.Colorおよび 3D伝
送に対応しています。

• 3D映像を楽しむには、3D表示に対応
したテレビおよび映像機器（ブルーレ
イディスクプレーヤー／レコーダー、
PlayStation®3など）と本機をハイス
ピード HDMIケーブルでつなぎ、3D
メガネを装着したうえで、3D対応の
コンテンツを再生してください。

HDMI接続についてのご注意
• HDMI IN端子に入力された音声信号
は、SPEAKERS端子、HDMI TV 
OUT端子および PHONES端子から
出力されます。上記以外の音声端子か
らは出力されません。

HDMI接続を使用する

つづく
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• HDMI IN端子に入力された映像信号
は、HDMI TV OUT端子からのみ出力
されます。映像入力信号を VIDEO 
OUT端子またはMONITOR OUT端
子から出力することはできません。

•スーパーオーディオ CDの DSD信号
は入力／出力されません。

•テレビまたは映像機器によっては、3D
の映像が表示されないことがあります。

•詳しくは、各接続機器の取扱説明書を
ご覧ください。

•コード類をつなぐときは、必ず電源
コードを抜いてください。

•すべてのコードをつなぐ必要はありま
せん。接続する機器の端子に合わせて
接続してください。

•ハイスピード HDMIケーブルをご利用
ください。スタンダード HDMIケーブ
ルの場合、1080p、Deep Colorまた
は 3Dの映像が正しく表示できない場
合があります。

• HDMI-DVI変換ケーブルの使用はおす
すめしません。HDMI-DVI変換ケーブ
ルで DVI-D機器をつないだ場合、音声
や映像が出力されないことがあります。
音声が正しく出力されない場合は、別
の音声コードやデジタル接続コードで
つなぎ、AUDIOメニューにある 
「A. ASSIGN」（50 ページ）の設定を
行ってください。

•光デジタルコードをつなぐときは、カ
チッと音がするまでまっすぐにプラグ
を差し込んでください。

•光デジタルコードを折り曲げたり、結
んだりしないでください。

ちょっと一言
デジタル音声端子はすべて、32 kHz、 
44.1 kHz、48 kHz、および 96 kHzのサン
プリング周波数に対応しています。

複数のデジタル機器を同時につな
ぎたいときに、空いている入力端
子がない場合は
「他の映像／音声入力端子を使う」 （50 
ページ）をご覧ください。

ケーブルの接続について
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続

推奨接続
代替接続

A光デジタルコード（別売）
B同軸デジタルコード（別売）
Cコンポーネント映像コード（別売）
DHDMIケーブル（別売）

HDMI 認証ケーブルまたはソニー製の 
HDMI ケーブルの使用をおすすめします。

*機器を OPTICAL端子につなぐときは、
AUDIOメニューにある「A. ASSIGN」の
設定を行ってください（50 ページ）。

ご注意
•必ずリモコンの BD/DVD入力切り換え用ボ
タンの初期設定を変更し、お持ちのブルーレ
イディスクプレーヤーまたは DVDプレー
ヤーを操作できるようにしてください。詳し
くは、「入力切り換え用ボタンの割り当てを
変更する」 （61 ページ）をご覧ください。

•BD/DVD入力の名前を変更して、本機の表
示窓に表示させることもできます。詳しく
は、「入力に名前を付ける」 （35 ページ）を
ご覧ください。

ブルーレイディスクプレーヤー／レコーダー、DVDプレーヤー
を接続する

ブルーレイディスクプレーヤー／レコーダー、DVDプレーヤー

A* C

映像信号音声信号

または

音声／映像信号

B D
23



AHDMIケーブル（別売）
HDMI 認証ケーブルまたはソニー製の 
HDMI ケーブルの使用をおすすめします。

PlayStation®3を接続する

PlayStation®3

A

音声／映像信号
24
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続

 

AHDMIケーブル（別売）
HDMI 認証ケーブルまたはソニー製の 
HDMI ケーブルの使用をおすすめします。

Bコンポーネント映像コード（別売）
C映像コード（別売）
D音声コード（別売）
E光デジタルコード（別売）

推奨接続
代替接続

BSデジタル／デジタル CSチューナー、ケーブルテレビ
チューナーを接続する

B

音声／映像信号 音声信号

BSデジタル／デジタル CSチューナー、ケーブルテレビチューナー

または または

映像信号

A C D E
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AHDMIケーブル（別売）
HDMI 認証ケーブルまたはソニー製の 
HDMI ケーブルの使用をおすすめします。

B映像コード（別売）
C音声コード（別売）
ご注意
必ずリモコンの VIDEO入力切り換え用ボタ
ンの初期設定を変更し、お持ちの DVDレ
コーダーを操作できるようにしてください。
詳しくは、「入力切り換え用ボタンの割り当て
を変更する」（61 ページ）をご覧ください。

*録画したいときは、この接続を行ってくださ
い（37 ページ）。

ビデオデッキ、DVDレコーダーを接続する

ビデオデッキ、DVDレコーダー

音声信号

A

映像信号音声／映像信号

B C* *
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続

4b：オーディオ機器を
接続する
コード類をつなぐときは、必ず電源コー
ドを抜いてください。

ご注意
•PORTABLE IN端子につないだ機器の音声
を視聴する場合、音声が歪んだり、途切れた
りすることがあります。これは故障ではあり
ません。音声の出力状態はつないでいる機器
に応じて異なります。

•PORTABLE IN端子につないだ機器の音声
が小さすぎる場合は、音量を上げてくださ
い。他の入力に切り換える場合は、スピー
カーを傷めないよう必ず事前に音量を下げて
ください。

ちょっと一言
MP3やその他の圧縮された音源の場合は、
「P. AUDIO」サウンドフィールドの使用をお
すすめします。

5：アンテナを接続す
る
アンテナをつなぐときは、必ず電源コー
ドを抜いてください。

ご注意
•ノイズが入らないよう、AMループアンテナ
は本機および他の機器から離して設置してく
ださい。

•FMアンテナ線は必ず完全に伸ばしてくださ
い。

•FMアンテナ線を接続したら、できるだけ水
平になるように設置してください。

スーパーオー
ディオ CDプ
レーヤー、 
CDプレーヤー

A音声コード（別売）
Bステレオヘッドホン端子付きRCA
ケーブル（別売）

A

ポータブルオー
ディオ機器

B

FMアンテナ線（付属）

AMループアンテナ（付属）
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6：電源コードを接続
する
電源コードを壁のコンセントにつなぎま
す。

本機の初期設定を行う
本機を初めてお使いになるときは、以下
の手順で本機を初期設定状態にしてくだ
さい。また、本機をお買い上げ時の状態
に戻したいときも、以下の手順を行って
ください。
この操作は必ず本体のボタンを使って
行ってください。

1 ?/1を押して本機の電源を切る。

2 ?/1を 5秒間押し続ける。
表示窓に「CLEARING」と表示さ
れたあと、「CLEARED」と表示さ
れます。
初期設定から変更、調整された設定
はすべて初期化されます。

電源コード

壁のコンセントへ

本機の準備をする

?/1
28
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スピーカーパターンを選ぶ
お使いのシステムに合わせたスピーカーパターンを選びます。

1 アンプメニューを押す。
2 V/vをくり返し押して、「SPKR」
を選び、 または bを押す。

3 V/vをくり返し押して、
「PATTERN」を選び、 または
bを押す。

4 V/vをくり返し押して、お好みの
スピーカーパターンを選び、
を押す。

スピーカーパターンの設定
例：

、 
V/v/b

アンプメ
ニュー

スピーカー 
パターン

フロント 
左／右

フロントハイ
左／右

センター サラウンド 
左／右

サラウンド
バック左

サラウンド
バック右

アクティブ 
サブウーファー

5/2.1 a a a a – – a

5/2 a a a a – – –
4/2.1 a a – a – – a

4/2 a a – a – – –
3/4.1 a – a a a a a

3/4 a – a a a a –
2/4.1 a – – a a a a

2/4 a – – a a a –
3/3.1 a – a a a – a

3/3 a – a a a – –
2/3.1 a – – a a – a

2/3 a – – a a – –
3/2.1 a – a a – – a

3/2 a – a a – – –
2/2.1 a – – a – – a

2/2 a – – a – – –
3/0.1 a – a – – – a

3/0 a – a – – – –
2/0.1 a – – – – – a

2/0 a – – – – – –

5 / 2 1.

フロント 2本 + 
フロントハイ 2
本 + センター

サラウンド
2本

アクティブ 
サブウーファー
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自動音場補正機能を 
使う
本機には、DCAC（Digital Cinema 
Auto Calibration（自動音場補正））機
能が搭載されているため、以下のような
自動補正を行うことができます。
•各スピーカーと本機の接続の確認 *
•スピーカーレベルの調整
•各スピーカーと視聴位置の距離の 
測定 *

•スピーカーサイズの測定 *
•周波数特性の測定 *

*測定結果は、「A. DIRECT」が選ばれている
ときは使用できません。

DCACは視聴環境に合わせて最適な音
声バランスを実現するためのものです。
スピーカーのレベルはお好みに合わせて
手動で調節できます。詳しくは、「ス
ピーカーレベルを調整する （テストトー
ン）」 （34 ページ）をご覧ください。

自動音場補正を実行する前に以下の項目
を実行してください。
•スピーカーを設定および接続する
（16、18ページ）。
• AUTO CAL MIC端子には付属の測定
用マイクのみをつなぐ。この端子には
上記以外のマイクをつながないでくだ
さい。

•ヘッドホンを抜く。
•測定エラーを避けるため、測定用マイ
クとスピーカーの間にある障害物を取
り除く。

•周囲が騒音のない静かな状態であるこ
とを確認してから、正確に測定する。

ご注意
•補正中はスピーカーから大きな音が出ます
が、音量を調節することはできません。自動
音場補正を実行するときは、隣近所や周囲の
子供に充分配慮してください。

•自動音場補正を実行する前に消音機能が作動
している場合は、自動的にオフになります。

•ダイポールスピーカーなど、特殊なスピー
カーを使用している場合は、正しい測定が行
えない、または自動音場補正を実行できない
ことがあります。

1 スピーカーパターンを選ぶ 
（29 ページ）。
フロントハイスピーカーを接続する
場合、自動音場補正を実行するたび
に、フロントハイスピーカー（5/
x.xまたは 4/x.x）ありのスピー
カーパターンを選んでください。 
フロントハイスピーカーなしのス
ピーカーパターンが選ばれていると、
フロントハイスピーカーの特性は測
定されません。

自動音場補正を実行する前に

1：自動音場補正を設定する

測定用マイク

サラウンドバックスピーカーの
接続例
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 2 AUTO CAL MIC端子に付属の
測定用マイクをつなぐ。

3 測定用マイクを設定する。
視聴位置に測定用マイクを設置して
ください。スツールまたは三脚を使
用して、測定用マイクが耳の位置と
同じ高さになるようにしてください。

アクティブサブウーファーの設定
を確認する
•アクティブサブウーファーをつないで
いる場合は、事前に電源を入れて、音
量を上げておいてください。音量は、
LEVELつまみを半分よりやや小さめの
位置にしてください。

•クロスオーバー周波数の設定機能があ
るアクティブサブウーファーをつない
でいる場合は、最大に設定してくださ
い。

•オートスタンバイ機能があるアクティ
ブサブウーファーをつなぐ場合は、
オートスタンバイ機能をオフ（無効）
にしてください。

ご注意
お使いになるアクティブサブウーファーの特
性によっては、距離の設定値が実際の位置と
異なることがあります。

シフトを押しながら、音場補正を押
す。
5秒以内に測定が始まります。
測定が完了するのにおよそ 30秒かかり
ます。

2：自動音場補正を実行する

入力切り
換え用ボ
タン

電源

消音 音量 +/–

アンプメ
ニュー

、 
V/v/B/b

シフト

音場補正

つづく
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下の表は、表示窓に表示される測定状況
を示しています。

*測定中は、表示窓の該当するスピーカー表示
が点灯します。

ちょっと一言
•自動音場補正は、AUTO CALメニューの
「START」からも実行できます（53 ペー
ジ）。

•距離を表示する単位は、SPEAKERメ
ニューの「DIST.UNIT」で変更することが
できます（58 ページ）。

自動音場補正を中止するには
測定中に以下の操作を行うと自動音場補
正機能がキャンセルされます。
–電源を押す。
–入力切り換え用ボタンを押す、または
本機の INPUT SELECTORつまみを
入にする。

–音量を調節する。
–消音を押す。
–ヘッドホンをつなぐ。
–音場補正をもう一度押す。

1 測定結果を確認保存する。
測定が終了したら、ビープ音ととも
に結果が表示窓に表示されます。

2 測定結果を確認する。
V/vをくり返し押して、項目を選択
してください。次に、 を押します。
• EXIT
測定結果を保存せずに設定を終了
します。

• WARN CHK
測定結果に関連する警告を表示し
ます。「警告メッセージを確認す
る」 （33 ページ）をご覧くださ
い。

• SAVE.EXIT
測定結果を保存し、設定を終了し
ます。

• RETRY
自動音場補正を再度実行します。

3 測定結果を確認保存する。
手順 2で「SAVE.EXIT」を選択し
ます。
表示窓に「COMPLETE」と表示さ
れ、設定が保存されます。

4 補正タイプを選ぶ。
V/vをくり返し押して、補正タイプ
を選び、 を押します。
• FULL.FLAT
各スピーカーの周波数特性を平ら
にします。

• ENGINEER
ソニー基準のリスニングルームの
周波数特性にします。

• FRONT.REF
すべてのスピーカーの特性をフロ
ントスピーカーの特性に合わせま
す。

• OFF
自動音場補正機能のイコライザー
をオフにします。

ちょっと一言
自動音場補正を実行して設定を保存した
あと、AUTO CALメニューの「CAL 
TYPE」で補正タイプを選ぶこともでき
ます。

測定対象 表示

スピーカーの有無 TONE

スピーカーのゲイン、距離、 
周波数応答

T. S. P.*

アクティブサブウーファーの 
ゲイン、距離

WOOFER*

3：測定結果を確認／保存す
る

測定 [表示 ] 手順

適切に終了 
[SAVE.EXIT]

手順 2に進む

失敗 
[E - xxx xx]

「エラーコード
が表示される
場合は」 （33 
ページ）をご
覧ください。
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5 本機から測定用マイクを外す。
ご注意
スピーカーの配置を変えた場合、サラウンド
音声を楽しむには、自動音場補正をもう一度
実行することをおすすめします。
ちょっと一言
スピーカーのサイズ（LARGE/SMALL）は、
低周波特性によって決まります。
測定結果は、測定用マイクとスピーカーの位
置、および測定を行う部屋の形状によって変わ
ります。測定結果のまま使うことをおすすめし
ますが、これらの設定は、SPEAKERメニュー
で変更することができます（54 ページ）。まず
測定結果を保存してから、設定を変更するよう
にしてください。

エラーコードが表示される場合は
1 エラーの原因を確認する。

* xxxはスピーカーチャンネルを表しま
す。
F フロント
S サラウンド
SB サラウンドバック
FH フロントハイ
エラーコードによっては、スピーカーチャ
ンネルが表示されない場合があります。

2 自動音場補正を再度実行する。
を押します。表示窓に「RETRY Y」

と表示されたら、 を押します。

3「3：測定結果を確認／保存する」 （32 
ページ）の手順を繰り返す。

測定結果に警告が含まれている場合は、
詳しい内容が表示されます。

手順 2に戻るには「3：測定結果を
確認／保存する」
を押します。

ちょっと一言
アクティブサブウーファーの位置によって測
定結果が異なる場合があります。測定結果の
値のまま使って問題ありません。

表示と説明
E - 32
E - xxx* 33
•スピーカーが検出されない、または正し
くつながれていません。
–フロントスピーカーがつながっていな
い、またはフロントスピーカーが 1本
しかつながっていません。

–左か右どちらかのサラウンドスピー
カーがつながっていません。

–サラウンドスピーカーがつながってい
ないのに、サラウンドバックスピー
カーまたはフロントハイスピーカーが
つながっています。サラウンドスピー
カーを SPEAKERS SURROUND端
子につないでください。

–サラウンドバックスピーカーが
SPEAKERS SURROUND BACK/
FRONT HIGH R端子にのみつながっ
ています。サラウンドバックスピー
カーを 1つだけつなぐときは、
SPEAKERS SURROUND BACK/
FRONT HIGH L端子につないでくだ
さい。

–フロントハイスピーカーの左右いずれ
かがつながっていません。

•測定用マイクがつながっていません。測
定用マイクが正しくつながれていること
を確認して、自動音場補正をもう一度実
行してください。測定用マイクが正しく
つながっているにもかかわらず、エラー
コードが表示される場合は、測定用マイ
クのケーブルが損傷している可能性があ
ります。

警告メッセージを確認する

表示と説明
W -  40
測定は完了しましたが、騒音のレベルが高い
です。周囲が静かな状態で再測定を行うと、
測定結果が改善される場合があります。
W -  41
W -  42
測定用マイクからの入力が過大です。スピー
カーと測定用マイクの距離が近すぎる可能性
があります。お互いの位置を離して設置し、
再測定してください。
W -  43
アクティブサブウーファーの距離と位置が測
定できませんでした。ノイズが原因となって
いる場合があります。周囲が静かな状態で再
測定してください。
NO WARN
警告情報はありません。
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スピーカーレベルを調
整する 
（テストトーン）
視聴位置からテストトーンを聞きなが
ら、スピーカーのレベルを調節できま
す。

1 アンプメニューを押す。
2 V/vをくり返し押して、
「LEVEL」を選び、 または b

を押す。
3 V/vをくり返し押して、 
「T. TONE」を選び、 を押す。

4 V/vをくり返し押して、「AUTO 
xxx*」を選ぶ。
テストトーンが各スピーカーから順
番に出力されます。

* xxxはスピーカーチャンネルを表しま
す。

ご注意
スピーカーパターンの設定によっては、
「AUTO xxx」を選択しても、テスト
トーンがすべてのスピーカーから出力さ
れるとは限りません。

5 スピーカーレベルを調整する。
LEVELメニュー（53 ページ）で、
各スピーカーの音声テストトーンの
レベルが同じになるよう調整します。

ちょっと一言
•全てのスピーカーのレベルを同時に調整
するには、音量 +/–を押してください。
本機のMASTER VOLUMEつまみでも
調整できます。

•調整中は、表示窓に調整した値が表示
されます。

6 テストトーンを終了する。
入力切り換え用ボタンのいずれかを
押す、または手順 4で「OFF」を選
択します。

スピーカーからテストトーンが出
力されない場合
•スピーカーコードが確実につながれて
いない可能性があります。

•スピーカーコードがショートしている
恐れがあります。

表示窓に表示されているスピー
カーと異なるスピーカーからテス
トトーンが出力される場合
スピーカーパターンの設定が間違ってい
ます。スピーカーの接続とスピーカーパ
ターンが正確に一致していることを確か
めてください。

アンプメ
ニュー

、 
V/v/B/b

入力切り
換え用ボ
タン

音量 +/–
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再生

1 本機につないだ機器の電源を入
れる。

2 本機の電源を入れる。
3 再生したい接続機器に対応した
入力切り換え用ボタンを押す。
本体の INPUT SELECTORつまみ
でも操作できます。
選択した入力が表示窓に表示されま
す。

ご注意
TUNERを押すと、表示窓に「FM 
TUNER」または「AM TUNER」がしば
らくの間表示されたあと、周波数が表示
されます。

4 ソースを再生する。
5 音量 +/–を押して、音量を調節す
る。
本体のMASTER VOLUMEつまみ
でも操作できます。

6 サラウンド音声を楽しむ場合は、
サウンドフィールド +/–を押す。
本体の 2CH/A.DIRECT、A.F.D.、
MOVIE/HD-D.C.S.、または
MUSICでも操作できます。
詳しくは、40 ページをご覧くださ
い。

音を一時的に消すには
リモコンの消音を押します。
以下の操作を行うと、消音機能が解除さ
れます。
•消音をもう一度押す。
•音量を上げる。
•本機の電源を切る。
•自動音場補正を実行する。

スピーカーの破損を防ぐために
本機の電源を切る前に音量を下げておい
てください。

各入力（TUNERを除く）に対し最大 8
文字の名前を入力し、表示窓に表示させ
ることができます。
端子ではなく、接続機器名が表示される
ように登録しておくと便利です。

1 名前を付けたい入力に対応する
入力切り換え用ボタンを押す。
本体の INPUT SELECTORつまみ
でも操作できます。

2 アンプメニューを押す。
3 V/vをくり返し押して、
「SYSTEM」を選び、 または
bを押す。

基本操作

入力切り
換え用ボ
タン

、 
V/v/B/b

アンプメ
ニュー

音量 +/–

消音 サウンド
フィール
ド +/–

入力に名前を付ける

つづく
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4 V/vをくり返し押して、「NAME 
IN」を選び、 または bを押す。
カーソルが点滅したら、文字を入力
できます。

5 V/vを押して文字を選択したら、
B/bを押して入力位置を前後に移
動する。

ちょっと一言
•V/vを押して以下の文字タイプを選ぶ
ことができます。
アルファベット（大文字）t 数字 t 
記号

•空白スペースを入力するには、文字を
選ばずに bを押してください。

入力を誤った場合は
変更したい文字が点滅するまで B/b
を押し、V/vを押して正しい文字を
選択します。

6 を押す。
入力した名前が登録されます。

表示窓で情報を確認す
る
表示を切り換えて、サウンドフィールド
など本機の設定内容を確認できます。

1 情報を確認したい入力に対応す
る入力切り換え用ボタンを押す。

2 アンプメニューを押したあと、
画面表示をくり返し押す。
ボタンを押すたびに表示が次のよう
に切り換わります。

入力のインデックス名 * t 選択した
入力 t 現在適用されているサウン
ドフィールド t 音量 t ストリーム
情報 **

FMおよび AMラジオを視聴する場
合
プリセットされた放送局名 * t 周波
数 t 現在適用されているサウンド
フィールド t 音量

* インデックス名は、入力またはプリ
セットされた放送局に名前を付けた場
合のみ表示されます（35、40ペー
ジ）。空白スペースのみが入力された場
合、またはインデックス名が入力名と
同じ場合は、インデックス名は表示さ
れません。

**ストリーム情報は表示されない場合が
あります。

ご注意
言語によっては、文字やマークが表示されな
いことがあります。

入力切り
換え用ボ
タン

画面表示

アンプメ
ニュー
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本機を使って録音／録
画する
本機を使ってオーディオ／映像機器から
録音／録画ができます。お持ちの録音／
録画機器の取扱説明書も参照してくださ
い。

1 再生ソースを準備する。
入力切り換え用ボタンを押してソー
スを選びます。
例：SAT/CATVを押す。
本体の INPUT SELECTORつまみ
でも操作できます。

2 録音／録画機器を準備する。
（VIDEO OUT端子につないだ）録
音／録画機器に録音／録画用のビデ
オテープなどを入れる。

3 録音／録画機器で録音／録画を
開始し、再生機器側で再生する。

ご注意
•HDMI IN、COMPONENT VIDEO INおよ
び DIGITAL IN端子から入力された音声お
よび映像入力信号は録音／録画できません。

•コンポジット映像信号のみを録画中は、本機
のオートスタンバイ機能が働き、録画が中断
されることがあります。この場合は、
「AUTO.STBY」を「STBY OFF」に設定し
てください (61 ページ )。

FM/AM ラジオを聞く
内蔵チューナーを通して FMおよび AM
放送を聞くことができます。事前に必
ず、FMおよび AMアンテナを本機につ
ないでください (27 ページ )。

ちょっと一言
ダイレクト選局の周波数のスケールは以下の
とおりです。
•FM周波数帯：100 kHz
•AM周波数帯：9 kHz

チューナーの操作

選局 +/–

数字ボタン

ダイレク
ト選局

シフト

アンプメ
ニュー

、  
V/v/B/b

TUNER
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1 TUNERをくり返し押して、FM
または AMを選ぶ。

2 選局 +または選局 –を押す。
選局 +を押すと、低い周波数から高
い周波数へと放送局をスキャンしま
す。選局 –を押すと、高い周波数か
ら低い周波数へと放送局をスキャン
します。
放送局を受信するとスキャンを自動
的に停止します。

本体のコントロールボタンで操作
する
1 INPUT SELECTORつまみを回して、

FMまたは AMを選ぶ。
2 TUNING MODEをくり返し押して、
「AUTO」を選ぶ。

3 TUNING +またはTUNING –を押す。

FMステレオ放送の受信状態がよ
くない場合
FMステレオ放送の受信状態が良くない
ときや、表示窓の「ST」が点滅している
ときは、モノラル受信を選んで、音の歪
みを低減します。
1 アンプメニューを押す。
2 V/vをくり返し押して、「TUNER」 
を選び、 または bを押す。

3 V/vをくり返し押して、「FM MODE」
を選び、 または bを押す。

4 V/vをくり返し押して、「MONO」 
を選び、 を押す。
ステレオモードに戻すには、手順 1から
4をくり返し、手順 4で「STEREO」
を選びます。

数字ボタンで放送局の周波数を直接入力
することができます。

1 TUNERをくり返し押して、FM
または AMを選ぶ。
本体の INPUT SELECTORつまみ
でも操作できます。

2 ダイレクト選局を押す。
3 シフトを押しながら、数字ボタ
ンを押して周波数を入力する。
例 1：FM 88.00 MHz
8 b 8 b 0と選ぶ。
例 2：AM 1,350 kHz
1 b 3 b 5 b 0と選ぶ

ちょっと一言
AM放送を受信するときは、付属の
AMループアンテナの向きを受信状
態の良い方向に調節してください。

4 を押す。

放送局を受信できない場合
正しい周波数が入力されていることを確
認してください。手順 2～ 4をやり直し
てください。それでも放送局を受信でき
ない場合、その地域では入力した周波数
が使われていない可能性があります。

自動で受信する（自動受信） 手動で受信する（ダイレクト
選局）
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FM/AM ラジオ放送局
をプリセットする
お好きな放送局をプリセット放送局とし
て、FM局と AM局でそれぞれ最大 30
局登録できます。

1 TUNERをくり返し押して、FM
またはAMを選ぶ。
本体の INPUT SELECTORつまみ
でも操作できます。

2 プリセットしたい放送局を自動
受信 (38 ページ )またはダイレ
クト選局 (38 ページ )で受信す
る。

3 シフトを押しながら、確定／メ
モリーを押す。
本体のMEMORY/ENTERでも操作
できます。

4 シフトを押しながら、数字ボタ
ンを押してプリセット番号を選
ぶ。
プリセット +またはプリセット –を
押して、プリセット番号を選ぶこと
もできます。

5 を押す。
選んだプリセット番号で放送局が登
録されます。

6 手順 1から 5をくり返して、他の
放送局を登録する。

1 TUNERをくり返し押して、FM
または AMを選ぶ。

2 プリセット +またはプリセット –
をくり返し押して、放送局を選
ぶ。
ボタンを押すたびに、プリセットし
た放送局が次のように切り換わりま
す。 

シフトを押しながら数字ボタンを押
して、プリセットした放送局を入力
します。選択した放送局を受信する
には、 を押します。

本体のコントロールボタンで操作
する
1 INPUT SELECTORつまみを回して、

FMまたは AMを選ぶ。
2 TUNING MODEをくり返し押して、
「PRESET」を選ぶ。

3 TUNING +または TUNING –を押し
て、プリセットした放送局の中から聞
きたい放送局を選ぶ。

プリセット 
+/–

数字ボタ
ン

確定／メモ
リー

アンプメ
ニュー

、  
V/v/B/b

TUNER

シフト

プリセットした放送局を受信
する

1 2 3 4 5 27...

30 29 28
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1 TUNERをくり返し押して、FM
または AMを選ぶ。
本体の INPUT SELECTORつまみ
でも操作できます。

2 インデックス名を作成したい放
送局を受信する（39 ページ）。

3 アンプメニューを押す。
4 V/vをくり返し押して、
「TUNER」を選び、 または b

を押す。
5 V/vをくり返し押して、「NAME 

IN」を選び、 または bを押す。
カーソルが点滅したら、文字を入力
できます。

6 V/vを押して文字を選択したら、
B/bを押して入力位置を前後に移
動する。
放送局には、最大 8文字の名前を入
力することができます。

ちょっと一言
•V/vを押して以下の文字タイプを選ぶ
ことができます。
アルファベット（大文字） t 数字 t  
記号

•空白スペースを入力するには、文字を
選ばずに bを押してください。

入力を誤った場合は
変更したい文字が点滅するまで B/b
を押し、V/vを押して正しい文字を
選択します。

7 を押す。
入力した名前が登録されます。

サウンドフィールドを
選ぶ
本機は、マルチチャンネルのサラウンド
音声を作り出すことができます。本機に
あらかじめ設定されているサウンド
フィールドから最適なサウンドフィール
ドを選ぶことができます。

サウンドフィールド +/–をくり返し
押してお好みのサウンドフィールド
を選ぶ。
本体の 2CH/A.DIRECT、A.F.D.、
MOVIE/HD-D.C.S.またはMUSICで
も操作できます。

お使いのソフトの記録フォーマットやつ
ないだ再生機器、本機のサウンドフィー
ルドの設定などに関係なく、2チャンネ
ル音声出力に切り換えられます。

x 2CH ST. (2 Channel Stereo)
フロント左／右の 2本のスピーカーのみ
から音を出します。アクティブサブウー
ファーからは音が出ません。
通常の 2チャンネルステレオ音源はサウ
ンドフィールド処理を完全に回避し、
LFE信号以外のマルチチャンネルサラウ
ンドフォーマットは 2チャンネルにダウ
ンミックスされます。

プリセットした放送局に名前
を付ける サラウンド音声を楽しむ

2チャンネルサウンドモード

サウンド
フィールド 
+/–
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x A. DIRECT (Analog Direct)
選んでいる入力の音声を、2チャンネル
のアナログ入力に切り換えます。一切調
整を行わずに高品質のアナログ音源を楽
しむことができます。
この機能を使っているときは、音量とフ
ロントスピーカーのレベルのみ調節でき
ます。
ご注意
入力に BD/DVDおよび GAMEを選んでいる
ときは、「A. DIRECT」は選べません。

Auto Format Direct (A.F.D.)（オート
フォーマットダイレクト）モードを使っ
て、ハイファイ音楽を聞いたり、2チャ
ンネルステレオ音声をマルチチャンネル
で聞くためのデコードモードを選んだり
することができます。

x A.F.D. AUTO (A.F.D. Auto)
サラウンド効果なしで録音またはエン
コードされたままの音声として処理しま
す。

x MULTI ST. (Multi Stereo)
2チャンネルの左／右信号をすべてのス
ピーカーから出力します。ただし、ス
ピーカーの設定によっては、一部のス
ピーカーから音が出力されないことがあ
ります。

本機にあらかじめ設定されているサウン
ドフィールドを選ぶだけで、簡単にサラ
ウンド効果を楽しめます。ご自宅で、映
画館の臨場感を再現できます。

x HD-D.C.S. (HD Digital 
Cinema Sound)

HD-D.C.S.モードは、ソニーが最新の
音響およびデジタル信号処理技術を用い
て新たに開発した劇場音響再現技術で
す。この技術は、マスタリングスタジオ
の緻密な計測データに基づいています。
HD-D.C.S.モードにより、マスタリン
グ処理時に映画の音響技師が意図したと
おりの最適な臨場感とともに、高音質な
ブルーレイや DVDの映画をご自宅で楽
しむことができます。
HD-D.C.S.のエフェクトタイプを選ぶ
こともできます（58 ページ）。

x PLII MV (Pro Logic II Movie)
Dolby Pro Logic II Movieモードのデ
コード処理を行います。この設定は、
Dolby Surroundにエンコードされた映
画に適しています。また、このモードで
は、吹き替え版や古い映画のビデオなど
の音声も 5.1チャンネルで再生できま
す。

x PLIIX MV (Pro Logic IIx 
Movie)

Dolby Pro Logic IIx Movieモードのデ
コード処理を行います。この設定は、
Dolby Pro Logic II Movieまたはドル
ビーデジタル 5.1を 7.1 チャンネルに拡
張し ます。

x PLIIZ (Pro Logic IIz)
Dolby Pro Logic IIzモードのデコード
処理を行います。この設定は、5.1 チャ
ンネルの音源に垂直方向の成分を加えた
7.1チャンネルに拡張し、立体感と奥行
きを表現できます。

x NEO6 CIN (Neo:6 Cinema)
DTS Neo:6 Cinemaモードのデコード
処理を行います。2チャンネルのフォー
マットで録音された音源を 7チャンネル
にデコードします。

Auto Format Direct 
(A.F.D.)モード

ムービーモード
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本機にあらかじめ設定されているサウン
ドフィールドを選ぶだけで、簡単にサラ
ウンド効果を楽しめます。ご自宅で、コ
ンサートホールの臨場感を再現できま
す。

x HALL (Hall)
クラシックのコンサートホールの音響を
再現します。

x JAZZ (Jazz Club)
ジャズクラブの音響を再現します。

x CONCERT (Concert)
300席あるライブハウスの音響を再現し
ます。

x STADIUM (Stadium)
屋外のスタジアムの雰囲気を再現しま
す。

x SPORTS (Sports)
スポーツ中継放送の雰囲気を再現しま
す。

x P. AUDIO (Portable Audio 
Enhancer)

ポータブルオーディオ機器から、よりク
リアな音像を再現します。MP3やその
他の圧縮された音源に適しています。

x PLII MS (Pro Logic II Music)
Dolby Pro Logic II Musicモードのデ
コード処理を行います。CDなど通常の
ステレオ音源に適しています。

x PLIIX MS (Pro Logic IIx 
Music)

Dolby Pro Logic IIx Musicモードのデ
コード処理を行います。CDなど通常の
ステレオ音源に適しています。

x PLIIZ (Pro Logic IIz)
Dolby Pro Logic IIzモードのデコード
処理を行います。この設定は、5.1 チャ
ンネルの音源に垂直方向の成分を加えた
7.1チャンネルに拡張し、立体感と奥行
きを表現できます。

x NEO6 MUS (Neo:6 Music)
DTS Neo:6 Musicモードのデコード処
理を行います。2チャンネルのフォー
マットで録音された音源を 7チャンネル
にデコードします。CDなど通常のステ
レオ音源に適しています。

以下のサウンドフィールドは、本機に
ヘッドホンをつないでいるときのみ選択
できます。

x HP 2CH (Headphones 2CH)
ヘッドホンを使用すると自動的に選ばれ
ます（Analog Directを除く）。通常の
2チャンネルステレオ音源はサウンド
フィールド処理を完全に回避し、LFE信
号以外のマルチチャンネルサラウンド
フォーマットは 2チャンネルにダウン
ミックスされます。

x HP DIR (Headphones Direct)
「A. DIRECT」が選ばれているときに
ヘッドホンを使用すると、自動的に選ば
れます。
イコライザー、サウンドフィールドなど
の処理を行わずに、アナログ信号を出力
します。

ミュージックモード

ヘッドホンをつないでいる場
合には
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アクティブサブウーファーをつな
いでいる場合
アクティブサブウーファーから 2チャン
ネル信号に出力される低域効果音である
LFE信号がないときは、本機がアクティ
ブサブウーファー出力用の低周波信号を
生成します。ただし、すべてのスピー
カーが「LARGE」に設定されていると
きは、「NEO6 CIN」または「NEO6 
MUS」では低周波信号が生成されませ
ん。ドルビーデジタルの低音リダイレク
ト回路を最大限に活かすため、アクティ
ブサブウーファーのカットオフ周波数を
できるだけ高域に設定することをおすす
めします。

サウンドフィールドについてのご
注意
•スピーカーパターンの設定によっては、
使用できないサウンドフィールドがあ
ります。

•音楽用と映画用のサウンドフィールド
は、以下の場合は機能しません。
– サンプリング周波数が 48 kHz以上
の DTS-HD Master Audio、 DTS-
HD High Resolution Audio または 
Dolby TrueHD信号を受信してい
る。

–「A. DIRECT」が選ばれている。
•スピーカーパターンが 2/0または 

2/0.1に設定されているときは、「PLII 
MV」、「PLIIX MV」、「PLII MS」、
「PLIIX MS」、「PLIIZ」、「NEO6 CIN」
および「NEO6 MUS」は機能しませ
ん。

•「PLIIX」と「PLIIZ」を同時に選ぶこ
とはできません。
–「PLIIX」は、スピーカーパターンを
サラウンドバックスピーカーありの
設定にした場合のみ使用可能です。

–「PLIIZ」は、スピーカーパターンを
フロントハイスピーカーありの設定
にした場合のみ使用可能です。

•音楽用のサウンドフィールドのどれか
を選んでいるときは、SPEAKERメ
ニューですべてのスピーカーが
「LARGE」に設定されていると、アク
ティブサブウーファーから音が出ませ
ん。
ただし、以下の場合には、アクティブ
サブウーファーから音が出ます。
–デジタル入力信号に LFE信号が含ま
れている。

–フロントまたはサラウンドスピー
カーが「SMALL」に設定されてい
る。

–「MULTI ST.」、「PLII MV」、「PLII 
MS」、「PLIIX MV」、「PLIIX MS」、
「HD-D.C.S.」または「P. AUDIO」
が選択されている。

音楽用／映画用サラウンド効果を
オフにするには
サウンドフィールド +/–をくり返し押し
て、「2CH ST.」または「A.F.D. 
AUTO」を選びます。
本機の 2CH/A.DIRECT をくり返し押す
かまたは A.F.D.を押して、「2CH ST.」
または「A.F.D. AUTO」をそれぞれ選
ぶこともできます。
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サウンドフィールドを
初期設定状態に戻す
この操作は必ず本体のボタンを使って
行ってください。

1 ?/1を押して本機の電源を切る。

2 MUSICを押しながら、?/1を押
す。
表示窓に「S.F. CLEAR」と表示さ
れ、すべてのサウンドフィールドが
初期設定状態に戻ります。

“ブラビアリンク”機 
能とは ?
“ブラビアリンク”機能により、HDMI機
器制御機能を搭載する、テレビ、ブルー
レイディスクプレーヤー／レコーダー、
DVDプレーヤー、AVアンプなどのソ
ニー製品を連動操作することができま
す。
“ブラビアリンク”機能に対応するソニー
製の機器を HDMIケーブル（別売）で
つなぐと、以下の操作を簡単に行うこと
ができます。
•ワンタッチプレイ（46 ページ）
•システムオーディオコントロール 
（46 ページ）
•オートジャンルセレクター（47 ページ）
•電源オフ連動（48 ページ）
•シーンセレクト（49 ページ）

HDMI機器制御機能は、HDMI CEC 
(Consumer Electronics Control)で使
用されている、HDMI (High-Definition 
Multimedia Interface)のための相互制
御機能の規格です。

本機は“ブラビアリンク”機能に対応し
ている製品とつなぐことをおすすめしま
す。

ご注意
接続機器によっては、HDMI機器制御機能が
働かない場合があります。お使いの機器の取
扱説明書を参照してください。

?/1

MUSIC

“ブラビアリンク”機能
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“ブラビアリンク”機
能の準備をする
本機は、「HDMI機器制御機能かんたん
設定」に対応しています。
•お持ちのテレビが、「HDMI機器制御
機能かんたん設定」機能に対応してい
る場合は、テレビの HDMI機器制御機
能を設定すると、本機と再生機器の
HDMI機器制御機能も自動的に設定さ
れます（45 ページ）。

•お持ちのテレビが、「HDMI機器制御
機能かんたん設定」機能に対応してい
ない場合は、本機、再生機器、および
テレビの HDMI機器制御機能を別々に
設定してください（45 ページ）。

お持ちのテレビが「HDMI機器
制御機能かんたん設定」に対応し
ている場合
1 本機、テレビおよび再生機器をHDMI
ケーブルで接続する。
（各機器は、HDMI機器制御機能に対
応している必要があります。）

2 本機、テレビ、再生機器の電源を入れ
る。

3 テレビのHDMI機器制御機能を有効に
する。
本機およびすべての接続機器の
HDMI機器制御機能が同時に有効に
なります。設定が終わるとまたはに
「COMPLETE」と表示されます。

テレビの設定について詳しくは、テレビ
の取扱説明書を参照してください。

お持ちのテレビが「HDMI機器
制御機能かんたん設定」に対応し
ていない場合

1 アンプメニューを押す。
2 V/vをくり返し押して、「HDMI」を選
び、 または bを押す。

3 V/vをくり返し押して、
「CTRL.HDMI」を選び、 または b

を押す。
4 V/vをくり返し押して、「CTRL ON」
を選び、 を押す。
HDMI機器制御機能が有効になりま
す。

5 つないだ機器のHDMI 機器制御機能
をオンに設定にする。
HDMI 機器制御機能がすでにオンに
設定されている場合は、設定を変更す
る必要はありません。
テレビとつないだ機器の設定について
詳しくは、各機器の取扱説明書を参照
してください。

ご注意
•お持ちのテレビで「HDMI機器制御機能か
んたん設定」を行う前に、必ずテレビと本機
を含む他の接続機器の電源を入れてくださ
い。

•「HDMI 機器制御機能かんたん設定」の設定
を行った後に再生機器が動作しない場合は、
テレビの HDMI 機器制御の設定を確認して
ください。

•接続機器が、「HDMI機器制御機能かんたん
設定」に対応していない場合でも、その機器
が HDMI機器制御機能に対応している場合
は、テレビから「HDMI機器制御機能かん
たん設定」を行う前に、接続機器の HDMI
機器制御機能を設定する必要があります。

アンプメ
ニュー

、 
V/v/b
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ワンタッチ操作で機器
を再生する 
（ワンタッチプレイ）
つないだ機器で再生を始めると、本機と
テレビは下記のように動作します。

「PASS.THRU」を「AUTO」または
「ON」に設定すると、本機はスタンバイ
状態のままで、音声と映像をテレビから
のみ出力することができます。

ご注意
•テレビによっては、コンテンツの最初の部分
が表示されないことがあります。

•設定によっては、「PASS.THRU」が
「AUTO」または「ON」に設定されている
と、本機の電源が入らないことがあります。

•テレビのメニューを使って、システムオー
ディオコントロール機能がオンに設定されて
いることを確かめてください。

ちょっと一言
テレビのメニューから、ブルーレイディスク
プレーヤー／レコーダーまたは DVDプレー
ヤーなどの接続機器を選ぶこともできます。
本機とテレビは自動的に適切な HDMI入力に
切り換わります。

テレビの音声を本機の
スピーカーで楽しむ 
（システムオーディオコント
ロール）
簡単な操作で、テレビの音声を本機につ
ないだスピーカーから楽しむことができ
ます。
システムオーディオコントロール機能
は、テレビのメニューで操作できます。
詳しくは、テレビの取扱説明書を参照し
てください。

システムオーディオコントロール機能は
以下のようにお使いいただけます。
•テレビの電源が入った状態で、本機の
電源を入れると、システムオーディオ
コントロール機能が自動的に有効にな
り、本機につないだスピーカーからテ
レビの音声が出力されます。本機の電
源を切ると、音声はテレビのスピー
カーから出力されます。

•テレビの音量を調節すると、システム
オーディオコントロール機能により、
本機の音量も同時に調節されます。

ご注意
•テレビの設定によっては、システムオーディ
オコントロール機能が働かないことがありま
す。この場合は、テレビの取扱説明書を参照
してください。

•「CTRL.HDMI」が「CTRL ON」に設定さ
れていると、システムオーディオコントロー
ルの設定に応じて HDMIメニューの
「AUDIO.OUT」は自動的に設定されます。

電源が入る（スタンバイ状態の場合）

適切な HDMI入力に切り換わる

本機とテレビ

システム
オーディオ
コントロー
ル機能を有
効にする

•電源が入る 
（スタンバイ
状態の場合）

•適切な HDMI
入力に切り換
わる

テレビ 本機

テレビの音
量が最小に
なる

テレビの音声が
出力される
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•テレビの電源を入れてから本機の電源を入れ
ると、テレビの音声が出力されるまでに多少
時間がかかることがあります。

デジタル放送のジャン
ルに応じて、サラウン
ド効果を自動的に切り
換える 
（オートジャンルセレクター）
視聴中のデジタル放送の番組情報（EPG
情報）を取得して、番組のジャンルに応
じたサウンドフィールドに自動的に切り
換えることができます（オートジャンル
セレクター対応のテレビをお使いの場合
のみ）。
オートジャンルセレクターは、システム
オーディオコントロール機能がオンに設
定されている場合のみ使用することがで
きます。

1 アンプメニューを押す。
2 V/vをくり返し押して、「HDMI」
を選び、  または bを押す。

3 V/vをくり返し押して、 
「S. FIELD」を選び、  または
bを押す。

4 V/vをくり返し押して、お好みの
設定を選ぶ。
• AUTO：デジタル放送のテレビ番
組のジャンルに応じて、サウンド
フィールドが自動的に切り換わり
ます。

• MANUAL：サウンドフィールド
ボタンで選んだサウンドフィール
ドで、音声を出力します。

番組情報対応表

アンプメ
ニュー

、 
V/v/b

番組情報
（EPG情報）

オートジャンルセレク
ターで切り換わるサウ
ンドフィールド

ニュース／報道 2CH ST.

スポーツ SPORTS

情報／ワイドショー A.F.D. AUTO

ドラマ A.F.D. AUTO

音楽 詳細ジャンルによって
異なります。下記の音
楽番組詳細ジャンル対
応表をご覧ください。

バラエティ A.F.D. AUTO

映画 HD-D.C.S.

アニメ／特撮 A.F.D. AUTO

ドキュメンタリー A.F.D. AUTO

劇場／公演 CONCERT

趣味／教育 A.F.D. AUTO

福祉 A.F.D. AUTO

その他 A.F.D. AUTO

スポーツ（CS） SPORTS

洋画（CS） HD-D.C.S.

邦画（CS） HD-D.C.S.

情報なし A.F.D. AUTO

つづく
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音楽番組詳細ジャンル対応表

ご注意
番組情報（EPG情報）に応じてサウンド
フィールドが切り換わるとき、音が途切れる
ことがあります。

テレビで本機の電源を
切る 
（電源オフ連動）
テレビのリモコンの POWERボタンで、
テレビの電源を切ると、本機と接続機器
の電源も自動的に切れます。
本機のリモコンでもテレビの電源を切る
ことができます。

TVを押しながら、TV電源を押す。
テレビ、本機、および HDMIでつない
だ機器の電源が切れます。

ご注意
•テレビの電源連動機能の設定をオンにしてか
ら、電源オフ連動機能を使用してください。
詳しくは、テレビの取扱説明書を参照してく
ださい。

•機器の状態によっては、電源オフ連動機能で
接続機器の電源が切れない場合があります。
詳しくは、各接続機器の取扱説明書を参照し
てください。

詳細ジャンル サウンドフィールド

国内ロック／ポップ
ス

CONCERT

海外ロック／ポップ
ス

CONCERT

クラシック／オペラ HALL

ジャズ／フュージョ
ン

JAZZ

歌謡曲／演歌 CONCERT

ライブ／コンサート CONCERT

ランキング／リクエ
スト

CONCERT

カラオケ／のど自慢 CONCERT

民謡／邦楽 CONCERT

童謡／キッズ CONCERT

民族音楽／ワールド
ミュージック

CONCERT

その他 CONCERT

TV

TV電源
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選んだシーンに応じて
最適なサウンドフィー
ルドを楽しむ 
（シーンセレクト）
テレビで選んだシーンに応じて最適な画
質とサウンドフィールドに切り換えるこ
とができます。操作について詳しくは、
テレビの取扱説明書を参照してくださ
い。

対応表

ご注意
テレビによっては、サウンドフィールドが切
り換わらないことがあります。

デジタル音声とアナロ
グ音声を切り換える 
（インプットモード）
機器を本機のデジタル音声入力端子とア
ナログ音声入力端子の両方につないでい
る場合、視聴するソフトの種類によっ
て、音声入力をどちらかに固定したり、
切り換えたりすることができます。

1 入力切り換え用ボタンで入力源
を選ぶ。
本体の INPUT SELECTORつまみ
でも操作できます。

2 インプットモードをくり返し押
す。
選択した音声入力が表示窓に表示さ
れます。
• AUTO：機器を本機のデジタル音
声入力端子とアナログ音声入力端
子の両方につないでいる場合、デ
ジタル音声入力が優先されます。
複数のデジタル接続をしている場
合は、HDMIにつないでいる音声信
号が優先されます。
デジタル音声信号がない場合は、
アナログ音声信号が選ばれます。
テレビの入力が選ばれているとき
は、オーディオリターンチャンネ
ル（ARC）信号が優先されます。
お持ちのテレビがオーディオリ
ターンチャンネル（ARC）機能に
対応していない場合は、光デジタ
ル音声信号が選ばれます。

• COAX：デジタル音声信号入力を
DIGITAL COAXIAL端子に指定し
ます。

• OPT：デジタル音声信号入力を
DIGITAL OPTICAL端子に指定し
ます。

テレビのシーン設定 サウンドフィー
ルド

Cinema HD-D.C.S.

Sports SPORTS

Music CONCERT

Animation A.F.D. AUTO

Photo A.F.D. AUTO

Game A.F.D. AUTO

Graphics A.F.D. AUTO

その他の操作

つづく

49



• ANALOG：アナログ音声信号入
力を AUDIO IN (L/R)端子に指定
します。

ご注意
•入力によっては、設定できない音声入力モー
ドがあります。

•「A. DIRECT」を使っているときは、音声入
力は「ANALOG」に設定されます。他の
モードは選べません。

•オーディオリターンチャンネル（ARC）機
能は以下の場合、働きません。
– お持ちのテレビがオーディオリターンチャ
ンネル（ARC）機能に対応していない。

–「CTRL.HDMI」が「CTRL OFF」に設定
されている。

– 本機を、ARCに対応しているテレビの
HDMI端子に HDMIケーブルでつないで
いないとき。

他の映像／音声入力端
子を使う
端子の初期設定がつないでいる機器と対
応していない場合は、HDMI、
COMPONENT VIDEOおよび
DIGITAL入力端子の割り当てを他の入
力に変更することができます。
入力端子の割り当てを変更した後は、 
入力切り換え用ボタン（または本体の
INPUT SELECTORつまみ）でつない
でいる機器を選ぶことができます。
例：
DVDプレーヤーをOPTICAL SAT/
CATV INおよび COMPONENT 
VIDEO SAT/CATV (IN 2)端子につない
でいるときは
– OPTICAL SAT/CATV IN端子を
「BD/DVD」に割り当てる。
– COMPONENT VIDEO SAT/CATV 

(IN 2)端子を「BD/DVD」に割り当て
る。

ご注意
HDMI入力端子の割り当てを変更する前に、
必ず「CTRL.HDMI」を「CTRL OFF」に設
定してください。

1 アンプメニューを押す。

2 V/vをくり返し押して、
「AUDIO」、「VIDEO」または
「HDMI」を選び、 または bを
押す。

3 V/vをくり返し押して、 
「A. ASSIGN」、「V. ASSIGN」
または「H. ASSIGN」を選び、
または bを押す。

4 V/vをくり返し押して、以下の設
定を選び、 または bを押す。
「A. ASSIGN」および「V. 
ASSIGN」の場合、割り当てたい入
力名を選ぶ。
「H. ASSIGN」の場合、割り当てた
い入力端子を選ぶ。

5 V/vをくり返し押して、以下の設
定を選び、 を押す。
「A. ASSIGN」および「V. 
ASSIGN」の場合、割り当てたい入
力端子を選ぶ。
「H. ASSIGN」の場合、割り当てた
い入力名を選ぶ。

前の表示に戻るには
Bまたは戻る Oを押します。
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入力端子を割り当てる

*初期設定

ご注意
•HDMIまたは DIGITAL音声入力端子の割
り当てを変更すると、インプットモードの設
定が自動的に変わることがあります（49 ペ 
ージ）。

•1つの入力に対して複数の入力を割り当てる
ことはできません。

割り当て可能な入力 
端子

入力名
BD/DVD GAME SAT

(SAT/
CATV)

VIDEO SA-CD
(SA-CD/

CD)

PORT 
(PORTA-

BLE)

NONE

HDMI HDMI 1 a* a a a a a a

HDMI 2 a a* a a a a a

HDMI 3 a a a* a a a a

HDMI 4 a a a a* a a a

映像 CMPNT 1 
(Component 
1)

a* a a a a a –

CMPNT 2 
(Component 
2)

a a a* a a a –

COMP 
(Composite)

– – a a* – – –

NONE a a* – – a* a* –

音声 SAT OPT a a a* a a a –

BD COAX a* a a a a a –

ANALOG – – a a* a* a* –

NONE a a* – – – – –
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設定メニューの使いか
た
設定メニューを使って、さまざまな設定
を行うことにより本機をカスタマイズす
ることができます。

1 アンプメニューを押す。

2 V/vをくり返し押して、お好みの
メニュー項目を選び、  または
bを押す。

3 V/vをくり返し押して、調整した
いパラメーターを選び、  また
は bを押す。

4 V/vをくり返し押して、お好みの
設定を選び、  を押す。

前の表示に戻るには
Bまたは戻る Oを押します。

メニューを消すには
アンプメニューを押します。

ご注意
パラメーターや設定が表示窓で暗く表示され
ることがあります。これは、選んだ項目が使
用できない、あるいは固定／変更できないこ
とを意味します。

アンプメ
ニュー

戻る O

、 
V/v/B/b
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各メニューでは、以下のオプションを設定できます。詳しくは、括弧内の参照ページを
ご覧ください。

設定メニュー一覧

メニュー 
[表示 ]

パラメーター 
[表示 ]

設定 初期設定

AUTO CAL 
[A. CAL] 
（57 ページ）

自動音場補正の開始 
[START]

補正タイプ a) 

[CAL TYPE]
FULL.FLAT、 ENGINEER、 
FRONT.REF、 OFF

ENGINEER

LEVEL 
[LEVEL] 
（57 ページ）

テストトーン b) 

[T. TONE]
OFF、AUTO xxxc) OFF

フロントスピーカー（左） 
レベル b) 

[FL LVL]

FL –10.0 dB ～ FL +10.0 dB 
（0.5 dB単位）

FL 0 dB

フロントスピーカー（右） 
レベル b) 

[FR LVL]

FR –10.0 dB ～ FR +10.0 dB 
（0.5 dB単位）

FR 0 dB

センタースピーカーレベル b) 

[CNT LVL]
CNT –10.0 dB ～ 
CNT +10.0 dB（0.5 dB単位）

CNT 0 dB

サラウンドスピーカー (左 )
レベル b) 

[SL LVL]

SL –10.0 dB ～ SL +10.0 dB 
（0.5 dB単位）

SL 0 dB

サラウンドスピーカー (右 )
レベル b) 

[SR LVL]

SR –10.0 dB ～ SR +10.0 dB 
（0.5 dB単位）

SR 0 dB

サラウンドバックスピーカー
レベル b) 

[SB LVL]

SB –10.0 dB ～ SB +10.0 dB 
（0.5 dB単位）

SB 0 dB

サラウンドバックスピーカー
（左）レベル b) 

[SBL LVL]

SBL –10.0 dB ～ 
SBL +10.0 dB（0.5 dB単位）

SBL 0 dB

サラウンドバックスピーカー
（右）レベル b)

[SBR LVL]

SBR –10.0 dB ～ 
SBR +10.0 dB（0.5 dB単位）

SBR 0 dB

フロントハイスピーカー 
（左）レベル b) 

[LH LVL]

LH –10.0 dB ～ LH +10.0 dB 
（0.5 dB単位）

LH 0 dB

フロントハイスピーカー 
（右）レベル b) 

[RH LVL]

RH –10.0 dB ～ RH +10.0 dB 
（0.5 dB単位）

RH 0 dB

アクティブサブウーファー 
レベル b) 

[SW LVL]

SW –10.0 dB ～ SW +10.0 dB 
（0.5 dB単位）

SW 0 dB

ダイナミックレンジの圧縮 
[D. RANGE]

COMP. MAX、 COMP. STD、  
COMP.AUTO、 COMP. OFF

COMP.AUTO

つづく
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SPEAKER
[SPKR] 
（57 ページ）

スピーカーパターン 
[PATTERN]

詳しくは、29 ページをご覧くだ
さい。

3/4.1

フロントスピーカーサイズ b) 

[FRT SIZE]
LARGE、 SMALL LARGE

センタースピーカーサイズ b) 

[CNT SIZE]
LARGE、 SMALL LARGE

サラウンドスピーカー 
サイズ b) 

[SUR SIZE]

LARGE、 SMALL LARGE

フロントハイスピーカー 
サイズ b) 

[FH SIZE]

LARGE、 SMALL LARGE

フロントスピーカー（左） 
までの距離 b) 

[FL DIST.]

フロントスピーカー（右） 
までの距離 b) 

[FR DIST.]

センタースピーカーまでの距
離 b) 

[CNT DIST.]

サラウンドスピーカー（左）
までの距離 b) 

[SL DIST.]

サラウンドスピーカー（右）
までの距離 b) 

[SR DIST.]

サラウンドバックスピーカー
までの距離 b) 

[SB DIST.]

1.00 m～ 10.00 m（0.1 m単位）d) 

3’ 3”～ 32’ 9”（1 inch単位）
3.00 m
9’ 10”

サラウンドバックスピー 
カー（左）までの距離 b) 

[SBL DIST.]

サラウンドバックスピー 
カー（右）までの距離 b) 

[SBR DIST.]

フロントハイスピーカー 
（左）までの距離 b) 

[LH DIST.]

フロントハイスピーカー 
（右）までの距離 b) 

[RH DIST.]

アクティブサブウーファー 
までの距離 b) 

[SW DIST.]
距離の単位 
[DIST.UNIT]

METER、 FEET METER

メニュー 
[表示 ]

パラメーター 
[表示 ]

設定 初期設定
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フロントスピーカーのクロス
オーバー周波数 e) 

[FRT CRS.]

CRS. 40 Hz ～ CRS. 200 Hz 
（10 Hz単位）

CRS. 120 Hz

センタースピーカーのクロス
オーバー周波数 e) 

[CNT CRS.]

CRS. 40 Hz ～ CRS. 200 Hz 
（10 Hz単位）

CRS. 120 Hz

サラウンドスピーカーのクロ
スオーバー周波数 e) 

[SUR CRS.]

CRS. 40 Hz ～ CRS. 200 Hz 
（10 Hz単位）

CRS. 120 Hz

フロントハイスピーカーのク
ロスオーバー周波数 e) 

[FH CRS.]

CRS. 40 Hz ～ CRS. 200 Hz 
（10 Hz単位）

CRS. 120 Hz

SURROUND 
[SURR] 
（58 ページ）

HD-D.C.S.エフェクトタイ
プ 
[EFFECT]

DYNAMIC、 THEATER、 
STUDIO

THEATER

EQ 
[EQ] 
（59 ページ）

フロントスピーカーの低域レ
ベル 
[BASS]

BASS –10 dB ～ 
BASS +10 dB（1 dB単位）

BASS 0 dB

フロントスピーカーの高域レ
ベル 
[TREBLE]

TRE –10 dB ～ TRE +10 dB 
（1 dB単位）

TRE 0 dB

TUNER 
[TUNER] 
（59 ページ）

FM放送局の受信モード 
[FM MODE]

STEREO、 MONO STEREO

プリセットした放送局に名前
を付ける 
[NAME IN]

詳しくは、「プリセットした放送
局に名前を付ける」（40 ページ）
をご覧ください。

AUDIO 
[AUDIO] 
（59 ページ）

音声と映像出力の同期 
[A/V SYNC]

SYNC ON、 SYNC OFF SYNC OFF

デジタル放送の言語選択 
[DUAL]

MAIN/SUB、 MAIN、 SUB MAIN

デジタル音声入力の割り当て 
[A. ASSIGN]

詳しくは、「他の映像／音声入力
端子を使う」（50 ページ）をご覧
ください。

ナイトモード 
[NIGHT M.]

NIGHT. ON、 NIGHT.OFF  NIGHT.OFF

VIDEO 
[VIDEO] 
（60 ページ）

映像入力の割り当て 
[V. ASSIGN]

詳しくは、「他の映像／音声入力
端子を使う」（50 ページ）をご覧
ください。

メニュー 
[表示 ]

パラメーター 
[表示 ]

設定 初期設定

つづく
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a)自動音場補正を実行し、設定を保存した場合のみこの設定を選ぶことができます。
b)スピーカーパターンの設定によっては、使用できないパラメーターがあります。
c)xxxには、スピーカーチャンネル（FL、FR、CNT、SL、SR、SB、SBL、SBR、LH、RH、

SW）が表示されます。
d)自動音場補正を実行し、測定結果を保存した場合のみ、0.01メートル単位で距離を調整するこ
とができます。

e)この設定はスピーカーが「LARGE」に設定されているときは選べません。

HDMI 
[HDMI] 
（60 ページ）

HDMI機器制御機能 
[CTRL.HDMI]

CTRL ON、 CTRL OFF CTRL ON

HDMIシグナルパススルー 
[PASS.THRU]

ON、 AUTO、 OFF OFF

HDMI音声入力の設定 
[AUDIO.OUT]

AMP、 TV+AMP AMP

HDMIサウンドフィールド 
[S. FIELD]

AUTO、 MANUAL MANUAL

HDMI入力の割り当て 
[H. ASSIGN]

詳しくは、「他の映像／音声入力
端子を使う」（50 ページ）をご覧
ください。

SYSTEM 
[SYSTEM] 
（61 ページ）

オートスタンバイモード 
[AUTO.STBY]

STBY ON、 STBY OFF STBY ON

入力に名前を付ける 
[NAME IN]

詳しくは、「入力に名前を付ける」
（35 ページ）をご覧ください。

メニュー 
[表示 ]

パラメーター 
[表示 ]

設定 初期設定
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x START
自動音場補正を実行できます 
（31 ページ）。

x CAL TYPE
お好みに合わせて補正タイプを選ぶこと
ができます。詳しくは、「3：測定結果を
確認／保存する」の手順 4をご覧くださ
い（32 ページ）。

各スピーカーのレベルを手動で調整でき
ます。

x T. TONE
視聴位置からテストトーンを聞きなが
ら、スピーカーのレベルを調節できます
（34 ページ）。

x FL LVL、 FR LVL、 CNT LVL、  
SL LVL、 SR LVL、 SB LVL、  
SBL LVL、 SBR LVL、 LH LVL、  
RH LVL、 SW LVL

各スピーカー（フロント右／左、セン
ター、サラウンド右／左、サラウンド
バック右／左、フロントハイ右／左、 
アクティブサブウーファー）のレベルを
調整できます。

ご注意
スピーカーパターンの設定によっては、使用
できないパラメーターがあります。

x D. RANGE
サウンドトラックのダイナミックレンジ
を狭くします。深夜に小音量で映画を見
たいときなどに便利です。ダイナミック
レンジの圧縮はドルビーデジタルの音源
にのみ働きます。

• COMP. MAX
ダイナミックレンジを大幅に圧縮しま
す。

• COMP. STD
ダイナミックレンジはレコーディング
エンジニアが意図したとおりに圧縮さ
れます。

• COMP.AUTO
ダイナミックレンジが自動的に圧縮さ
れます。

• COMP. OFF
ダイナミックレンジの圧縮は行われま
せん。

ちょっと一言
「COMP. STD」が標準の設定ですが、圧縮率
は低いため、「COMP. MAX」の使用をおす
すめします。これは、ダイナミックレンジを
大幅に圧縮しますので、深夜でも小音量で映
画を鑑賞することができます。アナログのリ
ミッターとは異なり、レベルがあらかじめ決
められているため、自然な圧縮になります。

本機に接続しているスピーカーのサイズ
と距離を調整できます。

x PATTERN
お使いのスピーカーシステムに合わせた
スピーカーパターンを選ぶことができま
す（29 ページ）。

x FRT SIZE、 CNT SIZE、 SUR SIZE、 
FH SIZE

各スピーカーのサイズ（フロント 
右／左、センター、サラウンド右／左、
サラウンドバック右／左、フロントハイ
右／左）のサイズを調整できます。
• LARGE
低音を効果的に再生する大きなスピー
カーをつなぐ場合は、「LARGE」を選
びます。通常は「LARGE」を選びま
す。

AUTO CALメニュー

LEVELメニュー

SPEAKERメニュー

つづく
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• SMALL
マルチチャンネルサラウンドで音声を
出している場合に、音声が歪んだり、
サラウンド効果が不充分に感じるとき
は、「SMALL」を選んで、低音リダイ
レクト回路を有効にし、各チャンネル
の低音をアクティブサブウーファーま
たは「LARGE」に設定した他のス
ピーカーから出力します。

ご注意
この機能は、「A. DIRECT」が選ばれている
ときは働きません。

ちょっと一言
•各スピーカーの「LARGE」および
「SMALL」の設定によって、内部のサウン
ドプロセッサーがチャンネルの低音信号を
カットするかどうかが決まります。
チャンネルからの低音がカットされると、低
音リダイレクト回路により、該当する低域周
波数がアクティブサブウーファーまたは
「LARGE」に設定された他のスピーカーに
送信されます。
しかし、低音には一定の指向性があるため、
できればカットしたくないものです。した
がって、小型のスピーカーを使用するときで
も、低音を出力したい場合は、「LARGE」
に設定することができます。逆に、大きなス
ピーカーを使用していても、できればそのス
ピーカーから低音を出力したくない場合は、
「SMALL」に設定してください。
全体の音量が小さい場合は、すべてのスピー
カーを「LARGE」に設定してください。低
音感が足りない場合は、イコライザーで低域
を上げることができます。詳しくは、59 
ページをご覧ください。

•サラウンドバックスピーカーの設定はサラウ
ンドスピーカーと同じになります。

•フロントスピーカーの設定を「SMALL」に
すると、センター、サラウンド、フロントハ
イスピーカーも自動的に「SMALL」に設定
されます。

•アクティブサブウーファーを使用しない場合
は、フロントスピーカーは自動的に
「LARGE」に設定されます。

x FL DIST.、 FR DIST.、 CNT 
DIST.、 SL DIST.、 SR DIST.、 
SB DIST.、 SBL DIST.、 SBR 
DIST.、 LH DIST.、 RH DIST.、 
SW DIST.

視聴位置から各スピーカー（フロント 
右／左、センター、サラウンド右／左、
サラウンドバック右／左、フロントハイ
右／左、アクティブサブウーファー）ま
での距離を調節できます。
左右のフロントスピーカーがリスニング
ポジションから同じ距離に配置されてい
ない場合は、近いほうのスピーカーまで
の距離を設定します。

ご注意
•スピーカーパターンの設定によっては、使用
できないパラメーターがあります。

•この機能は、「A. DIRECT」が選ばれている
ときは働きません。

x DIST.UNIT
距離を設定する際の測定単位を選ぶこと
ができます。
• METER
距離はメートル単位で表示されます。

• FEET
距離はフィート単位で表示されます。

x FRT CRS.、 CNT CRS.、 SUR 
CRS.、 FH CRS.

SPEAKERメニューで「SMALL」に設
定されているスピーカーの低音域のクロ
スオーバー周波数を調節できます。

x EFFECT
「HD-D.C.S.」のエフェクトタイプを選
ぶことができます。各タイプは反響音と
残響音の異なるミックスレベルが設定さ
れており、鑑賞者の部屋の特性や好み、
雰囲気に合わせて最適な調節をすること
ができます。

SURROUNDメニュー
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• DYNAMIC
残響は多い反面、広々とした雰囲気に
欠ける環境（音が充分に吸収されてい
ない環境）に適しています。反射音を
強調し、大型で古いタイプの映画館の
音を再現します。ダビングシアターの
広々とした雰囲気が強調され、独特の
音場が作り出されます。

• THEATER
一般のリビング向けです。映画館（ダ
ビングシアター）のような残響を再現
します。ブルーレイディスクに録画さ
れたコンテンツを映画館の雰囲気で鑑
賞したいときに最も適しています。

• STUDIO
適切な音響機器を備えたリビングに適
しています。劇場用音源を、ブルーレ
イディスク用として家庭での鑑賞に適
した音量にリミックスしたときに付与
される残響感を再現します。反射、残
響は最小限のレベルに抑えられますが、
セリフやサラウンド効果は生き生きと
再生されます。

フロントスピーカーの音質（低域／高域
のレベル）を調整できます。

x BASS

x TREBLE

ご注意
この機能は、「A. DIRECT」が選ばれている
ときは働きません。

FM放送局の受信モードを設定し、プリ
セットした放送局に名前を付けることが
できます。

x FM MODE
• STEREO
ラジオの放送局がステレオで放送して
いる場合は、信号をステレオ信号とし
てデコードします。

• MONO
放送されている信号にかかわらず、信
号をモノラル信号としてデコードしま
す。

x NAME IN
プリセットした放送局に名前を付けるこ
とができます。詳しくは、「プリセット
した放送局に名前を付ける」（40 ペー
ジ）をご覧ください。

お好みに合わせて音声の設定を調節でき
ます。

x A/V SYNC
音声出力を遅らせて、音声と映像のずれ
を最小限に調節できます。大画面の液晶
ディスプレイやプラズマモニター、また
はプロジェクターをお使いの場合に便利
な機能です。
• SYNC ON（遅延時間：60 ms）
音声出力を遅らせて、音声と映像のず
れをできるだけなくします。

• SYNC OFF（遅延時間：0 ms）
音声出力に遅れは発生しません。

ご注意
•この機能は、「A. DIRECT」が選ばれている
ときは働きません。

•遅延時間は、音声フォーマット、サウンド
フィールド、スピーカーパターン、スピー
カーまでの距離などの設定によって変わるこ
とがあります。

x DUAL
デジタル放送で聞きたい言語を選ぶこと
ができます（利用可能な場合）。この機
能は、ソースがドルビーデジタルと
MPEG-2 AACのときのみ働きます。
• MAIN/SUB
フロントスピーカー（左）から主音声、
フロントスピーカー（右）から副音声
が同時に出力されます。

• MAIN
主音声が出力されます。

• SUB
副音声が出力されます。

EQメニュー

TUNERメニュー

AUDIOメニュー

つづく
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x A. ASSIGN
DIGITAL音声入力端子を他の入力源に割
り当てることができます。詳しくは、「他
の映像／音声入力端子を使う」（50 ペー
ジ）をご覧ください。

x NIGHT M.
小さな音量でも映画館のような環境を作
り出すことができます（10 ページ）。
• NIGHT. ON
• NIGHT.OFF

x V. ASSIGN
COMPONENT VIDEO入力端子を他の
入力源に割り当てることができます。詳
しくは、「他の映像／音声入力端子を使
う」（50 ページ）をご覧ください。

HDMI端子につないだ機器に必要な設定
を行うことができます。

x CTRL.HDMI
HDMI機器制御機能のオン／オフを切り
換えることができます。詳しくは、「“ブ
ラビアリンク”機能」（44 ページ）をご
覧ください。

x PASS.THRU
本機がスタンバイ状態でも HDMI信号
をテレビに出力できるようにします。
• ON
本機がスタンバイ状態でも、本機の
HDMI TV OUT端子から HDMI信号
を出力し続けます。

• AUTO
本機がスタンバイ状態のときにテレビ
の電源を入れると、HDMI TV OUT端
子から HDMI信号を出力します。 
“ブラビアリンク”対応のソニー製テレ
ビをお使いの場合、この設定をおすす
めします。この設定にすると、「ON」
設定時よりもスタンバイ状態時の消費
電力を抑えることができます。

• OFF
スタンバイ状態時に HDMI信号を出力
しません。つないだ機器のソースをテ
レビで楽しむ場合には、本機の電源を
入れてください。この設定にすると、
「ON」設定時よりもスタンバイ状態時
の消費電力を抑えることができます。

ご注意
•このパラメーターは、「CTRL.HDMI」が
「CTRL OFF」に設定されているときは使用
できません。

•「AUTO」設定時は、「ON」に設定した場合
よりも映像と音声がテレビに出力されるまで
に時間がかかることがあります。

•本機がスタンバイ状態のときに、
「PASS.THRU」が「AUTO」または
「ON」に設定されている場合は、表示窓に
「A.STANDBY」が表示されます。
「PASS.THRU」が「AUTO」に設定されて
いても、信号が検出されないときには、
「A.STANDBY」の表示が消えます。

x AUDIO.OUT
本機と HDMI接続した再生機器からの
HDMI音声の出力先を設定できます。
• AMP
再生機器からの HDMI音声信号は本機
につないだスピーカーにのみ出力され
ます。マルチチャンネルの音声をその
まま再生可能です。

• TV+AMP
音声を本機につないだスピーカーとテ
レビのスピーカーの両方から再生しま
す。

ご注意
•再生機器の音質は、チャンネル数、サンプ
リング周波数など、テレビの音質によって
異なります。テレビがステレオ（2ch）ス
ピーカーの場合は、マルチチャンネルの
ソースを再生しても、本機の音声出力はテ
レビと同じステレオ（2ch）になります。

•本機にプロジェクターなどの映像機器をつ
ないでいるとき、本機につないだスピー
カーから音が出力されない場合がありま
す。この場合は、「AMP」に設定してくだ
さい。

VIDEOメニュー

HDMIメニュー
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x S. FIELD
デジタル放送のテレビ番組を視聴すると
きに、オートジャンルセレクターを設定
できます。詳しくは、「デジタル放送の
ジャンルに応じて、サラウンド効果を自
動的に切り換える （オートジャンルセレ
クター）」 （47 ページ）をご覧ください。

x H. ASSIGN
HDMI入力端子を他の入力源に割り当て
ることができます。詳しくは、「他の映
像／音声入力端子を使う」 （50 ページ）
をご覧ください。

本機の設定をカスタマイズできます。

x AUTO.STBY
操作や信号の入力がないときに、本機が
自動的にスタンバイ状態に切り換わるよ
うに設定することができます。
• STBY ON
約 30分後にスタンバイ状態に切り換
えます。

• STBY OFF
スタンバイ状態に切り換えません。

ご注意
•この機能は、TUNER入力が選ばれていると
きは働きません。

•オートスタンバイ機能とスリープタイマーが
同時に設定されている場合は、スリープタイ
マーが優先されます。

x NAME IN
入力に名前を付けることができます。詳
しくは、「入力に名前を付ける」 （35 
ページ）をご覧ください。

入力切り換え用ボタン
の割り当てを変更する
お使いの機器に合わせて入力切り換え用
ボタンの初期設定を変更することができ
ます。例えば、ブルーレイディスクプ
レーヤーを本機の SAT/CATV端子につ
ないだ場合、ブルーレイディスクプレイ
ヤーを操作できるようにリモコンの
SAT/CATVボタンを設定することがで
きます。

ご注意
TV、TUNER、および PORTABLE入力切り
換え用ボタンの割り当ては変更できません。

1 割り当てを変更したい入力切り
換え用ボタンを押したまま、AV
電源を長押しする。
例：SAT/CATVを押したまま、 
AV電源を長押しする。

2 AV電源ボタンを押したまま、選
んだ入力切り換え用ボタンをは
なす。
例：AV電源ボタンを押したまま、
SAT/CATVをはなす。

SYSTEMメニュー

リモコンを使う

数字ボタ
ン

AV電源

入力切り
換え用ボ
タン

つづく
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3 下記の表を参照し、使いたい機
器の種類に対応するボタンを押
し、AV電源をはなす。
例：1を押して、AV電源をはなす。
SAT/CATVボタンでブルーレイ
ディスクプレーヤーを操作できるよ
うになります。

a)BD1または BD3の設定について詳し
くは、ブルーレイディスクプレーヤー
またはブルーレイディスクレコーダー
の取扱説明書を参照してください。

b)ソニー製の DVDレコーダーはDVD1
または DVD3の設定で操作できます。
詳しくは、DVDレコーダーに付属の取
扱説明書を参照してください。

c)ソニー製のビデオデッキは、VHSに対
応する VTR3の設定で操作できます。

入力切り換え用ボタン
を初期設定に戻す

1 音量 –を押したまま、電源と入力
切換を押す。

2 すべてのボタンをはなす。
入力切り換え用ボタンが初期設定の
状態に戻ります。

種類 押すボ
タン

ブルーレイディスクプレ 
ーヤー 
（コマンドモード BD1）a)

1

ブルーレイディスクレコ 
ーダー 
（コマンドモード BD3）a)

2

DVDプレーヤー 
（コマンドモード DVD1）

3

DVDレコーダー 
（コマンドモード DVD3）b)

4

ビデオデッキ 
（コマンドモード VTR3）c)

5

CDプレーヤー 6

デジタル CSチューナー 7

音量 –

電源
入力切換
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使用上のご注意

安全について
キャビネットに固い物体が落とされた
り、液体がかかったりした場合は、使用
を中止し、本体の電源プラグを抜いて保
守要員が点検してください。

電源について
•ご使用前に、本機の動作電圧が地域の
使用電圧と同じであることを確かめて
ください。
動作電圧は本体裏面の銘板に表示され
ています。

•本機の電源を切っても、電源コードが
壁のコンセントにつないがれている間
は、電源が完全に遮断されるわけでは
ありません。

•長期間本機を使用しない場合は、必ず
本機の電源コードを壁のコンセントか
ら抜いてください。電源コードを壁の
コンセントから抜く場合は、絶対に
コードを引っ張らず、プラグを持って
抜いてください。

•電源コードは正規のサービス店以外で
交換しないでください。

温度上昇について
使用中、本体の温度がかなり上昇します
が、故障ではありません。特に、大音量
で使用し続けると、本体キャビネットの
天板や側板、底板はかなり熱くなりま
す。このようなときは、キャビネットに
触れないようにしてください。火傷など
のけがの原因になります。
また、密閉した場所に置いて使用しない
でください。温度上昇を防ぐため、風通
しのよい所でお使いください。

設置場所について
•電源プラグは容易に手が届く場所にあ
るコンセントに接続してください。次
のような場所には置かないでください。
–ぐらついた台の上や不安定な場所。
–じゅうたんや布団の上。
–湿気の多い所、風通しの悪い所。
–ほこりの多い所。
–密閉された所。
–直射日光が当たる所、湿度が高い所。
–極端に寒い所。
–テレビやビデオデッキ、カセット
デッキから近い所。
（テレビやビデオデッキ、カセット
デッキといっしょに使用するとき、
近くに置くと、雑音が入ったり、映
像が乱れたりすることがあります。
特に室内アンテナのときに起こりや
すいので屋外アンテナの使用をおす
すめします。）

•本機をワックス、オイル、研磨処理な
ど特殊処理を施した台や床面に置く場
合は、表面が汚れたり、変色したりす
る可能性があるため、ご注意ください。

ステレオを聞くときのエチケット
ステレオで音楽をお楽しみ
になるときは、隣近所に迷
惑がかからないような音量
でお聞きください。特に、
夜は小さめな音でも周囲に
はよく通るものです。
窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用にな
るなどお互いに心を配り、快い生活環境
を守りましょう。このマークは音のエチ
ケットのシンボルマークです。

使用について
他の機器をつなぐ前に、必ず本機の電源
を切り、電源コードを抜いてください。

その他

つづく
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お手入れについて
キャビネットやパネル面、操作部は、中
性洗剤を少し含ませた柔らかい布でふい
てください。シンナーやベンジン、アル
コールなどは表面を傷めますので使わな
いでください。

本機についてご質問や問題がある場合
は、お近くのソニー販売店へお問い合わ
せください。

故障かな ?と思ったら
本機の使用中に以下の問題が発生した場
合は、このトラブルシューティングガイ
ドをご覧になり、問題の改善に役立てて
ください。それでも問題が解決しない場
合は、お近くのソニー販売店へお問い合
わせください。

本機の電源が自動的に切れる
•「AUTO.STBY」が「STBY ON」に
設定されている（61 ページ）。

•スリープタイマー機能が働いている
（11 ページ）。

テレビに映像が表示されない
•入力切り換え用ボタンで適切な入力
を選ぶ。

•テレビを適切な入力モードに設定す
る。

•テレビからオーディオ機器を離す。
• HDMIおよび COMPONENT 

VIDEO入力端子の割り当てを正し
く設定する。

•ケーブルが正しく、しっかりと機器
につながっているか確認する。

•再生機器によっては、機器側で設定
が必要な場合があります。各機器に
付属の取扱説明書を参照してくださ
い。

•特に解像度が 1080pの映像や
Deep Colorまたは 3Dの映像を視
聴するときは、必ずハイスピード 
HDMIケーブルを使用してください。

テレビに 3D映像が表示されない
•テレビまたは映像機器によっては、

3Dの映像が表示されないことがあ
ります。

本機のスタンバイ状態時に、テレビから
映像が出ない

•本機がスタンバイ状態になると、本
機の電源を切る前に選択した HDMI
機器から映像が出ます。他の機器を
楽しむ場合は、その機器を再生して
ワンタッチプレイ操作を行うか、本
機の電源を入れて、お好みの HDMI
機器を選択してください。

•“ブラビアリンク”に対応していない
機器を本機につなぐ場合は、HDMI
メニューの「PASS.THRU」が
「ON」に設定されていることを確認
してください（60 ページ）。

録画ができない
•機器が正しくつながっているか確認
する。

•入力切り換え用ボタンでソース機器
を選ぶ（35 ページ）。

• HDMI INおよび COMPONENT 
VIDEO IN端子から入力された映像
信号は録画できません。

•一部のソースにはコピー防止信号が
含まれています。このような場合は、
ソースからの録画ができないことが
あります。

電源

映像
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機器を選んでいるかどうかにかかわら
ず、音が出ない、または音がほとんど聞
こえない

•すべての接続コードが、本機、ス
ピーカー、機器のそれぞれの入力／
出力端子に差し込まれているか確認
する。

•本機とすべての機器の電源が入って
いるか確認する。

• MASTER VOLUMEつまみが
「VOL MIN」に設定されていないか
確認する。

•ヘッドホンがつながれていないか確
認する。

•リモコンの消音を押して、消音機能
を解除する。

•リモコンの入力切り換え用ボタンを
押すか、本体の INPUT SELECTOR
つまみを回して、お好みの機器を選
ぶ（35 ページ）。

•テレビのスピーカーから音声を聞き
たいときは、HDMIメニューの
「AUDIO.OUT」を「TV+AMP」に
設定してください（60 ページ）。マ
ルチチャンネル音声のソースを再生
できない場合は、「AMP」に設定し
てください。ただし、この場合、音
声はテレビのスピーカーからは出力
されません。

•再生機器から出力される音声信号の
サンプリング周波数、チャンネル数、
または音声フォーマットが切り換
わったときに、音声が途切れる場合
があります。

ハム音またはノイズがひどい
•スピーカーおよび各機器が正しく接
続されているか確認する。

•接続コードがトランスやモーターか
ら離れているか、テレビや蛍光灯か
ら少なくとも 3メートル離れている
か確認する。

•テレビからオーディオ機器を離す。
•プラグや端子が汚れている。アル
コールで少し湿らせた布で拭き取る。

特定のスピーカーから音が出ない、また
は音がほとんど聞こえない

•ヘッドホンを PHONES端子につな
ぎ、ヘッドホンから音が聞こえるか
確認する。ヘッドホンから片方の
チャンネルしか出力されていない場
合は、すべてのコードが本機と機器
の端子にしっかりと差し込まれてい
るか確認してください。両方のチャ
ンネルがヘッドホンから出力されて
いる場合は、音が出ないフロントス
ピーカーの接続を確認してください。

•アナログ機器の L端子と R端子の両
方に接続しているか確認してくださ
い。アナログ機器は Lと Rの両方の
端子に接続する必要があります。音
声コード（別売）をご使用ください。

• AUTO CALメニューまたは
SPEAKERメニューの
「PATTERN」でスピーカーの設定が
適切か確認する。その後、LEVELメ
ニューの「T. TONE」を使って、各
スピーカーから正しく音が出力され
ているか確認する（34 ページ）。

•スピーカーのレベルを調節する（53 
ページ）。

•アクティブサブウーファーが正しく、
確実に接続されているか確認する。

•アクティブサブウーファーの電源が
入っているか確認する。

•選んだサウンドフィールドによって
は、アクティブサブウーファーから
音がでないことがあります。

•すべてのスピーカーが「LARGE」
に設定されており、「NEO6 CIN」
または「NEO6 MUS」が選ばれて
いるときは、アクティブサブウー
ファーから音が出ません。

•ディスクによっては、ドルビーデジ
タルサラウンド EXフラグが含まれ
ていないものがあります。

特定の機器から音が出ない
•選んだ機器が、対応する音声入力端
子に正しく接続されているか確認す
る。

音声

つづく
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•接続に使用されているコードが、本
機と機器の端子に確実に差し込まれ
ているか確認する。

• HDMIメニューの「AUDIO.OUT」
の設定を確認する（60 ページ）。

•選んだ機器が、対応する HDMI端子
に正しく接続されているか確認する。

• HDMI接続でスーパーオーディオ
CDを聞くことはできません。

•再生機器によっては、機器側で
HDMI設定が必要な場合があります。
各機器に付属の取扱説明書を参照し
てください。

•特に解像度が 1080pの映像や
Deep Colorまたは 3Dの映像を視
聴するときは、必ずハイスピード 
HDMIケーブルを使用してください。

• HDMI端子から伝送された音声信号 
（フォーマット、サンプリング周波
数、ビット長など）はつないだ機器
によって制限されることがあります。
HDMIケーブルでつないだ機器から
の映像が明瞭でなかったり、音声が
出なかったりする場合は、つないだ
機器の設定を確認してください。

•つないだ機器が著作権保護技術 
（HDCP）に対応していない場合、本
機の HDMI TV OUT端子からの映像
や音声が歪んだり、出力されないこ
とがあります。このような場合は、
接続機器の仕様をご確認ください。

• High Bitrate Audio（DTS-HD 
Master Audio、Dolby TrueHD)を
楽しむには、再生機器の映像解像度
を 720p/1080i以上に設定してくだ
さい。

•マルチチャンネルリニア PCMを楽
しむには、再生機器の映像解像度の
設定が必要な場合があります。再生
機器の取扱説明書を参照してくださ
い。

•テレビがシステムオーディオコント
ロール機能に対応していることを確
認する。

•テレビにシステムオーディオコント
ロール機能がないときは、HDMIメ
ニューの「AUDIO.OUT」の設定を
下記のように設定する。
–テレビと本機につないだスピー
カーから音を聞きたい場合は、
「TV+AMP」。
–本機につないだスピーカーから音
を聞きたい場合は、「AMP」。

•本機にプロジェクターなどの映像機
器をつないでいるとき、本機につな
いだスピーカーから音が出力されな
い場合があります。この場合は、
HDMIメニューの「AUDIO.OUT」
を「AMP」に設定してください。

•テレビの入力が選ばれているのに、
本機につないだ機器の音声が聞こえ
ない場合
– HDMI接続で本機につないだ機器
のプログラムを視聴したいときは、
必ず本機の入力を HDMIに変更し
てください。

–テレビ放送を視聴したいときは、
テレビのチャンネルを切り換えて
ください。

–テレビにつないだ機器のプログラ
ムを視聴したいときは、必ず視聴
したい機器または入力を選んでく
ださい。この操作についてはテレ
ビの取扱説明書を参照してくださ
い。

•インプットモードを確認する 
（49 ページ）。
•「A. DIRECT」が選ばれていないか
確認する。

• HDMI機器制御機能を使用している
場合、つないだ機器をテレビのリモ
コンで操作することはできません。
–つないだ機器およびテレビによっ
ては、機器側とテレビ側で設定が
必要な場合があります。各機器と
テレビに付属の取扱説明書を参照
してください。

–本機の入力を機器に接続した
HDMI入力に切り換えてください。

•選んだデジタル音声入力端子の割り
当てが他の入力に変更されていない
か確認してください（50 ページ）。
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左右の音のバランスが悪い、または逆転
している

•スピーカーおよび各機器が正しく、
確実に接続されているか確認する。

• LEVELメニューでレベルパラメー
ターを調整する。

ドルビーデジタル、 DTSまたは AACマ
ルチチャンネルの音声が再生されない

•再生中のDVDなどが、ドルビーデ
ジタルまたはDTS形式で録音されて
いるか確認する。

• DVDプレーヤーなどを本機のデジタ
ル入力端子につないでいるときは、
つないだ機器のデジタル音声の出力
設定が有効になっているか確認する。

• HDMIメニューで「AUDIO.OUT」
を「AMP」に設定する。

• High Bitrate Audio (DTS-HD 
Master Audio、Dolby TrueHD)、
マルチチャンネルリニア PCMは、
HDMI接続でのみ楽しめます。

サラウンド効果が得られない
•映画用または音楽用のサウンド
フィールドを選んでいるか確認する
（41 ページ）。
•サンプリング周波数が 48 kHzより
大きいDTS-HD Master Audio、
DTS-HD High Resolution Audio、
またはDolby TrueHDを受信して
いる場合は、サウンドフィールドが
働きません。

録音ができない
•機器が正しくつながっているか確認
する。

•入力切り換え用ボタンでソース機器
を選ぶ（35 ページ）。

• HDMI INおよび DIGITAL IN端子
から入力された音声信号は録音でき
ません。

•一部のソースにはコピー防止信号が
含まれています。このような場合は、
ソースからの録音ができないことが
あります。

本機のスタンバイ状態時に、テレビから
音声が出ない

•本機がスタンバイ状態になると、本
機の電源を切る前に選択した HDMI
機器から音声が出ます。他の機器を
楽しむ場合は、その機器を再生して
ワンタッチプレイ操作を行うか、本
機の電源を入れて、お好みの HDMI
機器を選択してください。

•“ブラビアリンク”に対応していない
機器を本機につなぐ場合は、HDMI
メニューの「PASS.THRU」が
「ON」に設定されていることを確認
してください（60 ページ）。

PORTABLE IN端子につないだ機器か
らハム音、断続的なノイズまたは歪んだ
音が出る

•機器がしっかりとつながれているか
確認する。

•これは故障ではありません。音声の
出力状態はつないでいる機器に応じ
て異なります。

FM放送の受信状態が悪い
• 75Ω同軸ケーブル（別売）を使っ
て、下図のように本機と屋外 FMア
ンテナをつなぐ。

放送局が受信できない
•アンテナがしっかりとつながれてい
るか確認する。アンテナを調節した
り、必要に応じて外部アンテナを使
う。

•自動受信で受信状態が悪い（放送局
の信号が弱い）場合は、手動受信す
る。

チューナー

本機

屋外 FMアンテナ

つづく
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•プリセットされた放送局がない、ま
たはプリセットした放送局を消去し
てしまった（プリセットした放送局
をスキャンして受信している場合）。
この場合は、放送局をプリセットす
る（39 ページ）。

•画面表示をくり返し押して、表示窓
で周波数を確認する。

HDMI機器制御機能が働かない
• HDMI接続を確認する（20、21ペ 
ージ）。

• HDMIメニューで「CTRL.HDMI」
が「CTRL ON」に設定されている
ことを確認する。

•つないだ機器が HDMI機器制御機能
に対応していることを確認する。

•つないだ機器の HDMI機器制御機能
の設定を確認する。接続機器に付属
の取扱説明書を参照してください。

•「CTRL.HDMI」が「CTRL OFF」
に設定されているときは、機器が
HDMI IN端子に接続されている場合
でも、“ブラビアリンク”は正しく機
能しません。

•“ブラビアリンク”で制御できる機器
の種類と数は、HDMI CEC規格で
以下のとおり制限されています。
–録画機器（ブルーレイディスクレ
コーダー、DVDレコーダーなど）：
3台まで

–再生機器（ブルーレイディスクプ
レーヤー、DVDプレーヤーなど）：
3台まで

–チューナー関連機器：4台まで
– AVレシーバー（オーディオシステ
ム）：1台まで

リモコンで操作できない
•リモコンを本体のリモコン受光部に
向けて操作する。

•リモコンと本体の間にある障害物を
取り除く。

•リモコンの乾電池が消耗している場
合は、新しいものに交換する。

•リモコンで正しい入力を選んだか確
認する。

本機に異常がある場合は、表示窓にメッ
セージが表示されます。メッセージに
よって本機の状態を確認できます。問題
が解決しない場合は、お近くのソニー販
売店にご相談ください。
エラーメッセージが自動音場補正実行中
に表示された場合は、「エラーコードが
表示される場合は」 （33 ページ）をご覧
になり、問題を解決してください。

PROTECT
異常な電流がスピーカーに出力されて
いるか、本機が何かで覆われ、通気孔
がふさがれています。数秒後に本機の
電源が自動的に切れます。本機の天板
をふさいでいるものを取り除き、ス
ピーカーの接続を確認して、もう一度
電源を入れてください。

参照セクション

“ブラビアリンク”（HDMI機
器制御機能）

リモコン

エラーメッセージ

メモリを消去する

削除対象 参照ページ

メモリに保存されたすべての 
設定

28 ページ

カスタマイズしたサウンド
フィールド

44 ページ
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保証書とアフターサー
ビス

•この製品には保証書が添付されていま
すので、お買い上げの際、お買い上げ
店でお受け取りください。

•所定事項の記入および記載内容をお確
かめのうえ、大切に保存してください。

•お保証期間は、お買い上げ日より 1年
間です。

調子が悪いときはまずチェックを
この説明書をもう 1度ご覧になってお調
べください。

それでも具合の悪いときはサービ
スへ
お買い上げ店、または添付の「ソニーご
相談窓口のご案内」にあるお近くのソ
ニーサービス窓口にご相談ください。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させて
いただきます。詳しくは保証書をご覧く
ださい。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、
ご要望により有料修理させていただきま
す。

部品の保有期間について
当社ではステレオの補修用性能部品（製
品の機能を維持するために必要な部品）
を、製造打ち切り後 8年間保有していま
す。ただし、故障の状況その他の事情に
より、修理に代えて製品交換をする場合
がありますのでご了承ください。

部品の交換について
この製品では、修理のために部品を交換
する際に、旧部品を回収させていただく
場合があります。あらかじめご了承くだ
さい。

ご相談になるときは次のことをお
知らせください。
•型名：STR-DH530
•故障の状態：できるだけ詳しく
•購入年月日：
•お買い上げ店：

主な仕様
アンプ部
実用最大出力
ステレオモード（6 Ω、JEITA）：

140 W + 140 W
サラウンドモード（6 Ω、JEITA）：

フロント部： 
140 W + 140 W
センター部：140 W
サラウンド部： 
140 W + 140 W
サラウンドバック／フ
ロントハイ部： 
140 W + 140 W

スピーカー適合インピーダンス
フロント、センター、
サラウンド、サラウン
ドバック／フロントハ
イ部： 
6 Ω～ 16 Ω

保証書

アフターサービス

つづく

69



高調波ひずみ率 0.09%以下
20 Hz～ 20 kHz 
（6 Ω負荷）
85 W + 85 W

周波数特性 10 Hz～ 70 kHz  
± 3 dB（6 Ω時） 
（サウンドフィールド、
イコライザー無効時）

入力
アナログ（PORTABLE IN） 

感度：1 V/50 kΩ
S/N比 1)：96 dB 
（A、500 mV2)）

アナログ（PORTABLE IN以外） 
感度：500 mV/ 
50 kΩ
S/N比 1)：96 dB
（A、500 mV2)）

デジタル（同軸）
インピーダンス：75 Ω
S/N比：100 dB 
（A、20 kHz LPF）

デジタル（光） S/N比：100 dB 
（A、20 kHz LPF）

出力（アナログ）
AUDIO OUT 電圧：500 mV/1 kΩ
SUBWOOFER 電圧：2 V/1 kΩ

イコライザー
ゲインレベル ± 10 dB、1 dB単位

1)INPUT SHORT（サウンドフィールド、イ
コライザー無効時）

2)重み付きネットワーク、入力レベル

FMチューナー部
受信範囲 76.0 MHz～

90.0 MHz
アンテナ FMアンテナ線
アンテナ端子 75 Ω、不平衡型

AMチューナー部
受信範囲 531 kHz～ 

1,602 kHz 
（9 kHz間隔）

アンテナ ループアンテナ

ビデオ部
入力／出力

Video： 1 Vp-p、75 Ω
COMPONENT VIDEO：

Y：1 Vp-p、75 Ω
PB：0.7 Vp-p、75 Ω
PR：0.7 Vp-p、75 Ω
80 MHz HDパスス
ルー

電源、その他
電源 AC 100 V、50/60 Hz
消費電力 170 W
消費電力（スタンバイ状態時）

0.3 W
（「CTRL.HDMI」を
「CTRL OFF」に設定
時）

寸法（幅／高さ／奥行き）（約）
430 mm × 157.5 mm 
× 322 mm（最大突起
部を含む）

質量 約 7.6 kg

仕様および外観は、予告なく変更するこ
とがあります。

本機は「JIS C 61000-3-2 適合品」で
す。

•オートオフ機能搭載
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7.1チャンネル 16

あ行
インプットモード 49
エラーメッセージ 68
オートジャンルセレク
ター 47

か行
ケーブルテレビチュー
ナー
接続する 25

さ行
サウンドフィールド
初期化する 44
選択する 40

消音 35
消去する
メモリ 28
リモコン設定 62

シーンセレクト 49
システムオーディオコン
トロール 46

初期設定 28
自動音場補正 30
自動音量 11
スピーカー
接続する 18
設置する 16

スリープタイマー 11

設定メニュー
AUDIO 59
AUTO CAL 57
EQ 59
HDMI 60
LEVEL 57
SPEAKER 57
SURROUND 58
SYSTEM 61
TUNER 59
VIDEO 60

選局
自動で受信する 38
手動で受信する 38
プリセットした放送
局を受信する 39

た行
チューナー
接続する 27

デジタル CSチュー 
ナー
接続する 25

テストトーン 34
テレビ
接続する 20

電源オフ連動 48

な行
ナイトモード 10
名前を付ける 35, 40

は行
ビデオデッキ
接続する 26

ブルーレイディスクプ
レーヤー／レコー 
ダー
接続する 23

ま行
ミュージックモード 42
ムービーモード 41

ら行
リモコン 9
録音／録画 37

わ行
ワンタッチプレイ 46

A-Z、0-9
A.F.D.（モード） 41
AAC 7, 15
Analog Direct 41
BSデジタルチュー 
ナー
接続する 25

Dolby Digital 7, 15
DTS 6, 7, 15
DVD レコーダー
接続する 26

DVDプレーヤー
接続する 23

HD-D.C.S. 41
HDMIシグナルパスス
ルー 60

PlayStation®3
接続する 24
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